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第 57号

2024年 4 月

新
た
な
年
度
が
始
ま
り
、
愛
知
県
立
岡
崎

高
校
同
窓
会
の
一
員
と
し
て
皆
様
に
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、
本
年
1
月
1
日
に
発
生
い
た
し

ま
し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
な
ら
び
に
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
同
窓
生
の
中
に
は
、ご
本
人
や
ご
家
族
、

ご
親
類
、
お
知
り
合
い
な
ど
が
被
災
さ
れ
て

い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は

一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常
生
活
が
戻
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
昨
年
6
月
の
同
窓
会
総
会
に
お
い
て

推
挙
・
選
任
さ
れ
、
細
井
前
会
長
の
後
を
継

い
で
同
窓
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
会
が
今

後
も
長
く
「
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
旧

交
を
温
め
、
か
つ
母
校
と
の
連
絡
を
緊
密
に
保

会
長
挨
拶

  

岡
崎
高
校

　
同
窓
会
会
長

　
増
田
義
彦

（
高
23
回
）

ち
、母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
が
で
き
、

よ
き
仲
間
が
集
う
岡
崎
高
校
同
窓
会
と
し
て

発
展
す
る
よ
う
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
お
届
け
し
ま

し
た
同
窓
会
報
「
あ
ゝ
江
山
」
57
号
は
、
毎

年
約
2
5
0
0
0
人
の
同
窓
生
に
郵
送
で

お
送
り
す
る
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
一
環
で
す
。
こ
の
会
報
が
、
遠
く
離
れ
た

仲
間
に
想
い
を
馳
せ
た
り
、
学
生
時
代
に
思

い
悩
ん
だ
こ
と
や
漠
と
抱
い
た
希
望
を
思
い

出
し
た
り
、
在
校
生
の
活
躍
に
気
持
ち
を
熱

く
す
る
、
よ
す
が
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
ぜ

ひ
会
報
内
容
を
読
ん
で
頂
き
た
く
思
い
ま
す

が
、
お
手
元
に
届
い
た
薄
水
色
の
封
筒
を
ご

覧
に
な
ら
れ
た
だ
け
で
も
同
窓
の
絆
を
感
じ

て
い
た
だ
け
て
い
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
今
号
か
ら
紙
面
を
A
4
に
拡

大
し
ペ
ー
ジ
も
増
や
し
て
読
み
や
す
く
な
る

よ
う
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
6
月
に
3
年
生
全
員
の
探
究
活
動
発

表
会
を
岡
高
校
舎
で
聴
講
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
S
S
H
活
動
の
一
環
と

し
て
生
徒
が
自
分
で
テ
ー
マ
を
自
由
に
設
定

し
て
、
3
年
間
を
通
じ
て
探
究
活
動
を
行
う

と
い
う
教
育
で
、
岡
高
で
は
、
文
系
生
徒
ま

で
含
め
た
物
事
を
深
く
思
考
し
表
現
す
る
教

育
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
発
表

会
の
日
は
、
3
年
生
の
晴
れ
舞
台
で
す
。
聴

衆
は
全
学
年
の
生
徒
で
あ
り
、
全
て
の
教
室

を
会
場
と
し
て
開
放
し
、
所
狭
し
と
熱
の
こ

も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
、
質
疑
が
続
き
ま
す
。
私

の
時
代
に
は
無
か
っ
た
、
す
ば
ら
し
い
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
根
付
い
て
い
て
、
未
来
を
託

せ
る
生
徒
が
こ
こ
で
は
育
っ
て
い
る
と
大
変

心
強
く
思
え
た
一
日
で
し
た
。
さ
ら
に
、
こ

の
後
、生
徒
た
ち
は
学
術
論
文
形
式
の
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
し
て
提
出
し
て
い
ま
す
。
中
に
は

英
語
で
論
文
を
作
成
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
教
育
全
体
が
さ
ら
に
深
化

し
て
、文
理
を
超
え
た「
岡
高
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
」
の
獲
得
を
目
指
し
た
教
育
と
し
て
進
展

す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
拓
く
人
材
が
育
つ
学
び
舎
が
さ
ら
に
発
展

す
る
と
た
い
へ
ん
期
待
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
、

ご
寄
付
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
と
の
ご
縁
に
感
謝
し
、
共
に
素
晴

ら
し
い
同
窓
会
を
築
い
て
い
け
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

SSHの日発表会の様子

総合的な探求の時間
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同
窓
会
役
員
一
覧

	

職　
　

名	

　
　

氏　

名	

卒

会　
　
　

長	

増　

田　

義　

彦	

高
23

副　

会　

長	

本　

多　

勝　

佳	

定
14

　
　

〃	

南　

部　
　
　

淳	

高
32

　
　

〃
（
段
戸
会
）	

内
山
田　

邦　

夫	

高
21

　
　

〃
（
矢
作
会
）	

成　

田　

宏　

史	

高
23

監　
　
　

査	

小　

山　

章　

仁	

高
23

　
　

〃	

八　

木　

則　

行	

高
38

書　
　
　

記	

八　

田　

欣　

也	

高
27

　
　

〃　

	

長　

坂　

光　

司	

高
28

会　
　
　

計	

嶋　

田　
　
　

薫	

高
29

　
　

〃	

松　

井　

寛　

人	

高
35

常
任
理
事	

川
喜
田　

隆　

司	

高
18

　
　

〃	

船　

川　

芳　

洋	

高
19

　
　

〃	

山　

本　

良　

二	

高
20

　
　

〃	

近　

藤　

憲　

康	

高
21

　
　

〃	

柴　

田　

哲　

谷	

高
22

　
　

〃	

岡　

田　

光　

司	

高
23

　
　

〃	

高　

部　

美
保
子	

定
22

　
　

〃	

本　

多　

一　

義	

高
24

　
　

〃	

山　

本　

啓　

二	

高
25

　
　

〃	

清　

水　

孝　

昭	

高
26

　
　

〃	

大
久
保　

玉　

恵	

高
27

　
　

〃	

磯　

谷　

正　

行	

高
28

　
　

〃	

磯　

谷　

尚　

孝	

高
30

　
　

〃	

柴　

田　

秀　

和	

高
31

　
　

〃	

深　

津　

智　

子	

高
31

　
　

〃	

萩　

原　

啓　

至	

高
32

　
　

〃	

山　

本　

守　

正	

高
33

　
　

〃	

柘　

植　

千　

明	

高
34

　
　

〃	

小　

林　

貞　

昭	

高
35

　
　

〃	

正　

村　
　
　

保	

定
35

　
　

〃	

権　

田　

裕　

徳	

高
36

　
　

〃	

坂　

田　

佳　

樹	

高
37

　
　

〃	

細　

井　

久　

史	

高
38

　
　

〃	

天　

野　

晃　

浩	

高
39

　
　

〃	

粟　

田　

聡　

子	

高
40

　
　

〃	

平　

岡　

将　

暢	

高
41

　
　

〃	

三　

宅　

康　

之	

高
42

　
　

〃	

加　

藤　

浩　

文	

高
43

　
　

〃	

　
　

未　

定	

高
44

　
　

〃	

河　

村　

昌　

秀	

高
45

　
　

〃	

大
久
保　

雅　

弘	

定
67

顧　
　
　

問	

深　

田　

正　

義	

高
15

　
　

〃	

中　

根　

勝　

美	

高
11

　
　

〃	

古　

澤　

武　

雄	

高
14

　
　

〃	

細　

井　

土　

夫	

高
20

　
　

〃	

髙　

井　

俊　

直	

校
長

校
　
長
　
挨
　
拶

着
任
挨
拶

　
　
　
第
35
代
校
長

�

髙　

井　

俊　

直

こ
の
度
の
愛
知
県
教
職
員
定
期
人
事
異
動
に
よ
り
、
柴
田

悦
己
校
長
の
後
任
と
し
て
県
立
岡
崎
高
等
学
校
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。

ま
も
な
く
創
立
百
三
〇
周
年
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
学
校
に
赴
任
す
る
こ
と
と
な
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。

赴
任
後
、
増
田
義
彦
同
窓
会
長
様
が
御
来
校
さ
れ
、
同
窓

会
の
組
織
や
様
々
な
基
金
等
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
校
は
、
本
年
度
文
科
省
か
ら
新
た
な
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指

定
を
受
け
、「
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
国
際
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
た
め
の
『
岡
高
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
』
の
形
成
・
獲
得

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
研
究
開
発
テ
ー
マ
の
も
と
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
会
の
教
育
基
金
等
か
ら
は
、
こ

の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
を
は
じ
め
、
様
々
な
教
育
活
動
や
校
内
施
設

の
充
実
、
全
国
大
会
等
へ
出
場
す
る
生
徒
へ
の
援
助
な
ど
、

多
大
な
る
御
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
年
後
の
創
立
百
三
〇
周
年
に
向
け
て

の
校
内
準
備
等
の
御
依
頼
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
「
岡
高
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
の
本
来
の

意
味
で
あ
る「
人
の
精
神
を
自
由
に
す
る
技
法
」の
も
と
、「
岡

高
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
で
は
文
型
・
理
型
の
分
野
を
融
合
し

た
探
究
的
な
学
び
に
よ
り
、
複
数
の
視
点
を
持
つ
こ
と
で
生

ま
れ
る
、
新
た
な
発
想
や
知
識
、
い
わ
ゆ
る
「
総
合
知
」
の

育
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
崎
高
校
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
以
来
、
以
前
本
校

に
教
諭
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
関
係
も
あ
り
、
多
く
の
方
か

ら
心
温
ま
る
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
岡

崎
高
校
に
と
っ
て
同
窓
生
の
活
躍
が
在
校
生
の
誇
り
で
あ

り
、
勤
務
す
る
教
職
員
の
誇
り
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
生
徒
一
人
一
人
の
力
を
引
き
出
し
、
伸
長
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
同
窓
会
員
の
皆
様
の
御
支
援
、
御
協
力
を
な
に
と

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
6
年
度
大
学
入
試
結
果

令
和
６
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
、
共
通
テ
ス
ト
）
の
確

定
志
願
者
数
は
4
9
1
9
1
3
人
で
昨
年
よ
り
も
2
0
6
6
8
人
減

少
し
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
時
代
を
含
め
、
32
年
ぶ
り
に
50
万
人

を
下
回
り
ま
し
た
。
志
願
者
の
う
ち
、
高
等
学
校
等
新
規
卒
業
見
込
者

（
現
役
生
）
は
4
1
9
5
3
3
人
で
、
昨
年
よ
り
1
7
3
4
0
人
減

少
し
ま
し
た
。
背
景
に
は
、
や
は
り
18
歳
人
口
の
減
少
が
あ
り
、
そ
の

減
少
幅
は
こ
こ
数
年
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。受
験
人
口
減
少
に
伴
い
、

私
立
大
学
の
50
％
が
定
員
割
れ
と
な
る
な
ど
、
大
学
入
試
の
競
争
緩
和

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
高
等
学
校
卒
業
者
等
（
既
卒

生
等
）
の
人
数
も
５
年
連
続
で
減
少
を
続
け
て
お
り
、
共
通
テ
ス
ト
志

願
者
に
お
け
る
現
役
生
占
有
率
は
85
・
3
％
と
過
去
最
高
と
な
り
ま
し

た
。
大
学
入
試
は
、現
役
中
心
の
様
相
が
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
お
り
、

難
関
大
学
で
も
既
卒
生
の
割
合
は
年
々
低
下
し
て
い
る
状
況
で
す
。
現

役
で
難
関
大
学
に
合
格
す
る
可
能
性
は
、
一
昔
前
と
比
較
し
て
、
確
実

に
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

共
通
テ
ス
ト
の
出
題
傾
向
・
形
式
・
難
易
度
等
に
つ
い
て
は
、
導
入

か
ら
４
年
目
を
迎
え
、
よ
う
や
く
安
定
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

共
通
テ
ス
ト
で
は
「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
を
ふ
ま
え
た
出
題
が
意
識

さ
れ
て
お
り
、
授
業
に
お
い
て
生
徒
が
学
習
す
る
場
面
や
資
料
・
デ
ー

タ
を
も
と
に
考
察
す
る
場
面
な
ど
、
日
常
の
様
々
な
場
面
を
設
定
し
た

問
題
文
、
会
話
文
が
提
示
さ
れ
る
た
め
、
旧
セ
ン
タ
ー
試
験
と
比
較
し

日赤看護 1 （0）
法　政 13 （11）
明　治 41 （20）
明治学院 1 （1）
立　教 10 （9）
早稲田 48 （33）
東　洋 1 （1）
岐阜聖徳学園 4 （4）
常　葉 1 （0）
愛　知 27 （25）
愛知医科 8 （5）
愛知学院 4 （3）
愛知工業 13 （8）
愛知淑徳 3 （3）
金城学院 5 （4）
椙山女学園 5 （5）
中　京 10 （5）
中　部 1 （1）
豊田工業 4 （1）
名古屋学芸 5 （5）
名古屋女子 1 （1）
南　山 97 （89）
藤田医科 30 （22）
名　城 86 （58）
京都薬科 3 （3）
京都女子 1 （1）
同志社 113 （75）
立命館 78 （48）
大阪医科薬科 3 （1）
関西医科 1 （1）
関　西 3 （2）
近　畿 4 （1）
関西学院 10 （7）
その他 6 （3）
合　計 812 （570）
短大・文科省外・専修 ･各種学校
防衛医大 1 （1）
合　計 1 （1）

令和 6年度　大学合格者数
　令和 6年 3月 28 日現在	 （　　）内は新卒者の内数

高　知 1 （0）
九　州 4 （3）
長　崎 1 （1）
大　分 1 （0）
琉　球 1 （0）
合　計 276 （211）
公　立　大　学

東京都立 2 （1）
横浜市立 2 （1）
都留文科 1 （1）
岐阜薬科 2 （2）
愛知県立芸術 2 （1）
愛知県立 1 （1）
名古屋市立 24 （17）
大阪公立 4 （2）
奈良県立医科 1 （1）
神戸市外語 1 （1）
その他 2 （1）
合　計 42 （29）
私　立　大　学

国際医療福祉 3 （1）
青山学院 11 （8）
学習院 1 （1）
北　里 1 （1）
慶應義塾 29 （20）
芝浦工業 13 （13）
順天堂 4 （2）
上　智 18 （13）
成　蹊 1 （1）
成　城 1 （1）
多摩美術 1 （0）
中　央 26 （16）
東京工科 1 （1）
東京慈恵医 1 （1）
杏　林 1 （1）
東京農業 2 （1）
東京薬科 1 （1）
東京理科 53 （31）
日　本 2 （0）
聖マリアンナ医科 1 （1）

国　立　大　学
北海道 15 （13）
北海道教育 1 （1）
北見工業 1 （1）
弘　前 1 （1）
東　北 2 （1）
秋　田 2 （2）
茨　城 1 （1）
筑　波 4 （2）
千　葉 2 （1）
東京医科歯科 1 （0）
東京外国語 1 （1）
東　京 23 （21）
東京学芸 1 （1）
東京農工 1 （0）
東京工業 4 （3）
東京芸術 1 （1）
一　橋 9 （8）
お茶女子 2 （2）
横浜国立 6 （4）
新　潟 1 （0）
山　梨 1 （0）
信　州 5 （2）
富　山 2 （1）
金　沢 2 （0）
静　岡 11 （7）
浜松医科 4 （4）
名古屋工業 15 （14）
名古屋 72 （59）
愛知教育 10 （10）
岐　阜 4 （1）
三　重 7 （3）
滋　賀 2 （2）
京　都 28 （19）
大　阪 14 （10）
神　戸 7 （6）
奈良女子 2 （2）
広　島 1 （1）
岡　山 1 （1）
徳　島 1 （1）

て
処
理
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
文
章
量
や
資
料
が
非
常
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
新
課
程
に
対
応
し
た
教
科
・
科
目
に
再
編
さ
れ

る
た
め
、
現
行
の
６
教
科
30
科
目
で
構
成
さ
れ
る
共
通
テ
ス
ト
は
今
回

が
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
前
述
の
よ
う
な
出
題
傾
向
は
新
課
程
入
試
と

な
る
次
年
度
以
降
も
継
続
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

共
通
テ
ス
ト
の
導
入
や
新
課
程
な
ど
、
現
在
、
高
等
学
校
に
お
け
る

教
育
は
変
革
の
波
の
中
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
校
生
徒
の
出
願
状

況
や
受
験
結
果
（
合
格
者
数
は
別
表
に
示
し
た
通
り
で
す
）
に
大
き
な

ブ
レ
は
な
く
、
こ
こ
数
年
、
ほ
ぼ
一
定
を
保
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
自

分
自
身
の
進
路
を
決
定
し
て
い
く
上
で
、
入
試
制
度
や
教
育
課
程
の
変

更
は
大
き
な
要
素
で
は
な
く
、
大
切
な
の
は
「
こ
の
大
学
で
こ
の
学
問

を
学
び
た
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
だ
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
様
々

な
変
更
は
高
校
生
に
と
っ
て
不
安
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

不
安
が
あ
っ
て
も
、
逆
境
の
中
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
で
も
安
易
に
妥
協

す
る
こ
と
な
く
、「
ど
こ
で
何
を
学
び
た
い
の
か
」
と
い
う
自
分
の
中

の
本
音
の
部
分
を
大
切
に
す
る
。
環
境
の
変
化
に
流
さ
れ
な
い
し
っ
か

り
と
し
た
軸
を
自
分
の
中
に
つ
く
る
。そ
れ
が
岡
崎
高
校
の
伝
統
で
す
。

近
年
、
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
が
社
会
を
大
き
く
変

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
様
々
な
面
で
変
化
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴

う
変
更
の
連
続
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
通
り
に
は
い
か
な
い
複
雑
な
世
の

中
で
、
卒
業
生
諸
君
が
岡
崎
高
校
で
培
っ
た
〝
軸
〟
と
〝
学
び
続
け
る

姿
勢
〟
を
武
器
に
活
躍
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。

	

（
進
路
指
導
主
事　

鈴
木
規
久
）

◎
退
職
者　

４
名

全
・
定

職
　
名

氏
　
　
名

全
・
定

職
　
名

氏
　
　
名

全
日
制
校　

長
柴
田　

悦
己
全
日
制
再
任
用
教
諭

浦
野　

俊
二

〃

教　

諭
浅
倉　

美
枝

〃

臨
時
的
教
諭

髙
見　

早
希

◎
転
出
者　

６
名

全
・
定

職
　
名

氏
　
　
名

教
　
科

転
　
出
　
先

全
日
制
教　

諭
井
上　

健
一
数　

学
豊
橋
東
高
等
学
校

〃

〃

梶
原　

悠
希
数　

学
衣
台
高
等
学
校

〃

〃

河
本　

一
輝
数　

学
知
立
東
高
等
学
校

〃

〃

大
河　

禎
実
保　

体
熱
田
高
等
学
校

〃

事
務
長
小
久
保
和
夫

県
民
文
化
局

〃

主　

事
小
野　

巧
未

企
業
庁
企
業
誘
致
課

◎
転
入
者　

７
名

全
・
定

職
　
名

氏
　
　
名

教
　
科

旧
　
所
　
属

全
日
制
校　

長
髙
井　

俊
直

豊
田
西
高
等
学
校

〃

教　

諭
深
尾　
　

健
数　

学
松
平
高
等
学
校

〃

〃

水
野　

雄
介
数　

学
岩
津
高
等
学
校

〃

〃

坂
井　
　

峻
保　

体
蒲
郡
高
等
学
校

〃

再
任
用
教
諭

伊
藤　
　

剛
数　

学
岡
崎
北
高
等
学
校

〃

事
務
長
青
山　

隆
一

人
事
委
員
会
審
査
課

〃

主　

事
横
江　

美
紀

福
祉
局
児
童
家
庭
課

◎
初
任
者　

３
名

全
・
定
職
名（
教
科
）

氏
　
　
名

全
日
制
教
諭（
国
語
）
堀　
　

輝
波
全
日
制
教
諭（
保
体
）
日
比　

未
妃

〃

教
諭（
英
語
）
佐
野　
　

樹

◎
任
期
付
・
臨
任
採
用
者　

13
名

全
・
定
職
名（
教
科
）

氏
　
　
名

全
・
定
職
名（
教
科
）

氏
　
　
名

全
日
制
任
付（
国
語
）
小
田　

尚
子
全
日
制
臨
任
養
護
富
田
麻
祐
子

〃

任
付（
地
公
）
磯
谷　

正
行

〃

臨
任
実
習
教
員

佐
内　

三
恵

〃

臨
任（
数
学
）
森　
　

道
男

〃

〃

鶴
田　

明
美

〃

臨
任（
保
体
）
柵
木　
　

健

〃

嘱
託
用
務
員

鈴
木　

慶
一

〃

臨
任（
英
語
）
小
嶋　

輝
久

〃

〃

鈴
木		

紀
季

〃

任
付（
英
語
）
鈴
木　

明
美

〃

〃

山
本　

清
治

〃

任
付（
英
語
）
牧
野
奈
穂
子

◎
再
任
用
者　

11
名

全
・
定

職
　
名

氏
　
　
名

教
　
科

旧
　
所
　
属

全
日
制
再
任
用
教
諭

江
﨑　
　

寛
国　

語

（
本
校
）

〃

〃

余
合　

昭
彦
地
歴
公
民

〃

〃

〃

太
田　

芳
男
数　

学

〃

〃

〃

日
髙　

慎
吾

〃

〃

〃

〃

伊
藤　
　

剛

〃

〃

〃

〃

西
村　

直
樹
理　

科

〃

〃

〃

大
原　

佳
之
保　

体

〃

〃

〃

近
藤　

結
子

〃

〃

〃

〃

加
藤　

高
明
英　

語

〃

〃

〃

三
井　
　

健

〃

〃

定
時
制

〃

廣
中　

正
臣
地
歴
公
民

〃

令 和 6 年 度 職 員 人 事 異 動
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恩
師
の
た
よ
り

恩
師
の
た
よ
り

教
職
を
退
き
て

昭
和
47
年
に
母
校
へ
新
任
教
員
と
し
て
赴
任
し
た
と
き
は

旧
来
の
入
試
制
度
で
し
た
が
、翌
年
学
校
群
制
度
が
始
ま
り
、

高
校
28
回
生
を
担
任
し
た
の
ち
、
続
い
て
30
、
32
、
33
、

36
、
37
、
38
回
生
を
送
り
出
し
、
最
後
に
複
合
選
抜
制
三
年

目
の
46
回
生
を
担
当
し
て
、
三
つ
の
異
な
る
制
度
を
経
験
し

ま
し
た
。
在
勤
22
年
の
う
ち
16
年
間
が
学
校
群
で
、
開
始
か

ら
終
焉
ま
で
を
見
届
け
ま
し
た
。

学
校
群
制
度
は
、
入
学
時
に
相
手
校
と
均
等
に
生
徒
を
振

り
分
け
る
と
い
う
も
の
で
、
両
校
と
も
ラ
イ
バ
ル
意
識
を

持
っ
て
指
導
に
当
た
っ
た
の
で
し
た
。
学
力
向
上
の
た
め
に

切
磋
琢
磨
し
、
岡
崎
学
校
群
全
体
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
た
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
文
系
ク
ラ
ス
で
は
数
学
の
苦
手

意
識
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
授
業
を
通
し
て
数

学
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と
、

数
列
や
確
率
の
楽
し
い
授
業
を
心
掛
け
ま
し
た
。
少
し
で
も

成
果
が
上
が
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

岡
高
転
出
の
後
、
愛
知
県
青
年
の
家
、
安
城
東
高
、
豊
田

西
高
、
豊
野
高
と
転
任
し
て
、
教
職
最
後
の
赴
任
先
は
奇
し

く
も
学
校
群
の
相
手
校
、
岡
崎
北
高
で
し
た
。
た
い
へ
ん
懐

か
し
く
学
校
群
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
勤
め
ま
し
た
。

退
職
後
は
教
職
か
ら
退
き
、
寺
の
住
職
と
し
て
懸
案
の
本

堂
再
建
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
在
職
中
に
体
験
し
た
周
年

行
事
や
学
校
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
大
い
に
参
考
に
な
り
、
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
冷
暖
房
の
効
い
た

本
堂
で
の
勤
行
や
法
要
を
気
持
ち
よ
く
行
え
る
よ
う
に
な

り
、
昨
年
か
ら
は
住
職
を
息
子
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
肩
の

�

祖
父
江　

義　

信

荷
が
下
り
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
本
堂
が
完
成
す
る
と
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
様
々

な
役
が
回
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
い
ず
れ
も
実
務
の
伴
う
も

の
ば
か
り
で
多
忙
を
極
め
ま
し
た
。
現
在
も
継
続
し
て
い
る

の
は
、
保
護
司
で
す
。
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
保
護
や

犯
罪
予
防
、社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

担
当
し
た
保
護
観
察
を
受
け
る
人
の
事
犯
は
薬
物
乱
用
、
窃

盗
、
暴
走
行
為
な
ど
で
、
取
り
巻
く
生
活
環
境
に
起
因
す
る

場
合
が
多
く
、
軽
率
で
あ
っ
た
り
、
ど
こ
か
で
歯
車
が
狂
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
職
業
柄
、
説
教
し
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
辛
抱
強
く
話
を
よ
く
聞
き
、
再
犯
防
止
を
促
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

小
学
生
の
頃
始
め
た
趣
味
の
切
手
収
集
は
、
六
十
年
も
継

続
し
て
ま
す
ま
す
専
門
化
し
て
い
ま
す
。
伝
統
郵
趣
と
し
て

「
日
本
手
彫
切
手
」、
郵
便
史
研
究
で
「
三
河
国
岡
崎
」、
テ
ー

マ
収
集
と
し
て
「
釈
迦
と
仏
教
」
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

我
が
国
最
初
の
「
手
彫
切
手
」
の
製
造
技
術
は
諸
外
国
と

は
異
な
り
、
手
作
業
で
彫
ら
れ
た
腐
蝕
凹
版
印
刷
の
切
手
で

す
。
そ
の
た
め
、
一
枚
一
枚
に
細
か
な
差
異
や
エ
ラ
ー
が
あ

る
の
で
、
切
手
を
ル
ー
ペ
で
眺
め
る
と
、
当
時
の
彫
師
な
ど

職
人
た
ち
の
人
間
味
溢
れ
る
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
を

味
わ
え
ま
す
。

英
文
で
説
明
を
書
き
込
ん
だ
1
2
8
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
作

品
を
、
全
国
切
手
展
を
経
て
、
国
際
切
手
展
に
も
何
度
も
出

品
し
て
き
ま
し
た
。
直
近
で
は
郵
便
百
五
十
年
を
記
念
し
て

「
日
本
国
際
切
手
展
2
0
2
1
」
が
十
年
ぶ
り
に
横
浜
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
外
国
の
審

査
員
が
来
日
で
き
な
く
な
り
、
競
争
出
品
の
準
備
を
し
て
い

た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ク
ラ
ス
自
体
が
取
り
止
め
と
な
り
、
想
定

外
の
招
待
出
品
（
コ
ー
ト
オ
ブ
オ
ナ
ー
）
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
収
集
す
る
だ
け
で
な
く
、
手
彫
切
手
の
単
片
を
集

積
し
て
シ
ー
ト
を
再
構
成
す
る
方
法
で
、
関
東
大
震
災
で
焼

失
し
た
印
刷
原
版
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
考
古
学
の
よ
う

で
、
面
白
い
作
業
で
す
。

「
三
河
国
岡
崎
」
の
作
品
に
は
、
幕
末
の
飛
脚
便
か
ら
文

明
開
化
の
頃
の
郵
便
や
消
印
、
戦
時
中
の
郵
便
物
な
ど
、
貴

重
な
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。岡
崎
局
最
初
期
の「
検

査
済
」
印
付
き
の
郵
便
物
が
一
点
だ
け
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
画
像
は
示
さ
れ
て
な
い
の
で
、
こ
の
幻
の
封
筒
を
一
目

見
た
い
と
探
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
男
の
ロ
マ
ン
で
す
ね
。

切
手
収
集
は
、
仕
事
で
多
忙
を
極
め
た
私
の
心
を
癒
や
す

一
服
の
清
涼
剤
で
し
た
。
趣
味
の
お
陰
で
こ
れ
ま
で
心
の
健

康
を
保
て
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
座
右
の
銘
は
、
司
馬
遷
の
「
史
記
」
に
あ
る

「
桃
李
不
言
、
下
自
成
蹊
」（
桃
李
言
わ
ざ
れ
ど
も
、
下
お
の

ず
か
ら
蹊
を
な
す
）
で
す
。
そ
ん
な
桃
や
李
の
よ
う
な
人
間

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
何
歳
に
な
っ
て
も
、
健
康
に
留
意

し
な
が
ら
精
進
努
力
し
て
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
度�

二
中
・
岡
中
・
岡
高

同
窓
会
懇
親
会
開
催
報
告

Ｊ
リ
ー
グ
と
細
川
連
立
政
権
が
発
足
し
た
30
年
前
に
岡
崎

高
校
を
卒
業
し
た
高
46
回
生
が
中
心
と
な
り
、
令
和
5
年
6

月
11
日
（
日
）、
岡
崎
市
竜
美
丘
会
館
に
て
同
窓
会
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

古
希
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
高
24
回
生
（
昭
和
47
年
3
月

ご
卒
業
）、
定
22
回
生
（
昭
和
47
年
3
月
ご
卒
業
）
を
お
招

き
し
、
同
窓
会
役
員
の
皆
様
、
諸
先
輩
方
、
恩
師
の
皆
様
、

そ
し
て
旧
友
た
ち
総
勢
4
0
0
名
を
超
え
る
方
々
に
お
越

し
頂
き
ま
し
た
。

卒
業
後
30
年
目
を
迎
え
る
卒
業
年
次
が
中
心
幹
事
と
な
り

受
け
継
ぐ
伝
統
の
同
窓
会
懇
親
会
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
令

和
2
年
、
3
年
と
開
催
が

見
送
ら
れ
、
令
和
4
年
も

制
限
あ
る
中
で
の
開
催
で

し
た
。
本
年
度
は
、
比
較

的
落
ち
着
い
た
情
勢
の

中
、
例
年
の
ス
タ
イ
ル
に

戻
っ
て
の
開
催
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
代
表

幹
事
が
地
元
を
離
れ
、
遠

い
北
の
地
で
暮
ら
し
て
い

る
こ
と
か
ら
会
の
準
備
が
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心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
一
気
に
一
般
的
に

な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を

駆
使
し
な
が
ら
、
地
元
在
住

の
幹
事
と
協
力
し
な
が
ら
準

備
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

先
輩
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
資
料
を
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
無
事
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
会
場
内
は
熱

気
た
っ
ぷ
り
で
開
始
前
か
ら
談
笑
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
近
藤
惠
子
先
生
率
い
る
岡
崎
混
声
合
唱

団
の
皆
様
が
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
披
露
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
一
番
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
で

し
た
。
会
場
全
体
を
立
体
的
に
使
い
、
目
の
前
に
サ
バ
ン
ナ

の
情
景
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
の
後
、
増
田
同
窓
会
長
、
柴
田
校
長
、
古
希
代
表
の
本

多
様
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
成
田
同
窓
会
副
会
長
の
乾

杯
の
ご
発
声
で
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
会
場
の
雰
囲
気

は
非
常
に
和
や
か
で
あ
り
、
時
が
経
つ
の
を
忘
れ
る
く
ら
い

で
し
た
。
最
後
は
近
藤
惠
子
先
生
の
指
揮
、
高
46
回
生
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
に
よ
り
恒
例
の
校
歌
斉
唱
を
行
い
、
会
場
が
一
体

と
な
っ
て
締
め
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
の
後
は
、
高
46
回
生
の
同
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
の
岡
崎
高
校
の
様
子
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
や
当
時
を
振
り
返
る
ク
イ
ズ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
披
露
、

ラ
グ
ビ
ー
部
員
を
中
心
と
し
た
応
援
披
露
、
生
演
奏
に
よ
る

「
我
ら
若
駒
」
斉
唱
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

会
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
約
１
年
の
間
、
同
級
生
の
皆

が
自
主
的
に
集
ま
り
な
が
ら
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
自
律

的
に
行
い
準
備
し
て
く
れ
ま
し
た
。
誰
か
に
言
わ
れ
な
く
て

も
、こ
う
し
た
動
き
が
自
然
に
で
き
る
こ
と
に
「
さ
す
が
皆
、

岡
崎
高
校
の
卒
業
生
だ
な
」
と
改
め
て
感
動
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
会
に
携
わ
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
こ
の
温
か
い
繋
が
り

が
今
後
も
末
永
く
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ

て
お
り
ま
す
。

	

神
谷
憲
一
（
高
46
回
）

例
年
よ
り
も
幾
分
暖
か

い
陽
の
光
が
降
り
注
ぐ
秋

晴
れ
の
も
と
、
2
0
2
3

年
10
月
28
日
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
に
て
第
51
回
首

都
圏
段
戸
会
総
会
・
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
6
回
か
ら
高
72
回
ま
で

幅
広
い
世
代
の
会
員
1
2
3
名
が
一
堂
に
会
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
約
30
名
の
ご
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
今

回
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
初
め
て
恩
師
招
聘
が
復
活
し
、
打
田
秀

行
先
生
（
英
語
）、
勝
田
由
美
子
先
生
（
英
語
・
高
38
回
）

に
も
会
場
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
恩
師
や
友
人
と

の
再
会
に
胸
を
弾
ま
せ
な
が
ら
会
場
の
扉
を
開
く
と
、
そ
こ

は
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
和
や
か
な
空
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

総
会
は
段
戸
会
の
内
山
田
会
長
（
高
21
回
）
の
ご
挨
拶
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
活
動
が
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
コ
ロ
ナ
の

時
期
も
会
員
か
ら
の
寄
付
や
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
で
な

ん
と
か
段
戸
会
の
繋
が
り
が
保
た
れ
た
こ
と
に
謝
意
を
示
す

と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
か
ら
の
完
全
脱
却
を
目
指
そ
う
と
力
強

く
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
、
岡
高
同
窓
会
の
増
田
会

長
（
高
23
回
）
よ
り
、
同
窓
会
の
持
続
可
能
性
の
確
保
が
目

下
の
課
題
で
あ
り
、
段
戸
会
と
も
連
携
し
て
い
き
た
い
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
岡

高
の
柴
田
校
長
か
ら
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
岡
高
で

は
学
校
行
事
を
や
り
ぬ
い
た

こ
と
、
登
山
部
女
子
は
じ
め

複
数
の
部
活
が
全
国
大
会
出

場
を
果
た
す
な
ど
生
徒
の
地

道
な
努
力
が
花
開
い
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
ら
の
幸
せ
を
追
求
し
、

そ
れ
を
他
者
に
も
及
ぼ
す
こ

第
51
回�

首
都
圏
段
戸
会

令和 4 年度　同窓会会計決算報告
一般会計
収入総額  5,628,991 円 支出総額  5,618,963 円 差引残額  10,028 円
収入の部内訳	 支出の部内訳

特別会計
収入総額  16,394,460 円 支出総額  400,000 円 差引残額  15,994,460 円
収入の部内訳	 支出の部内訳

科　　目 収入済額（円）
繰 越 金 481,094	
同窓会活動協力金 2,610,283	
同 窓 会 入 会 金 2,039,230	
特別会計より 400,000	
雑 収 入 98,384	

合　　計 5,628,991	

科　　目 支出済額（円）
運 営 費 411,958	
事 業 費 5,101,955	
予 備 費 105,050	
合　　計 5,618,963	

科　　目 収入済額（円）
前年度残額 16,394,289	
受 取 利 息 171	
合　　計 16,394,460	

科　　目 支出済額（円）
一般会計へ 400,000	
繰 越 金 15,994,460	
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と
が
で
き
る
『
自
利
利
他
』
の
精
神
を
実
践
で
き
る
人
材
を

こ
れ
か
ら
も
輩
出
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
基
盤
を
強
固

な
も
の
に
し
た
い
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
招
聘
恩
師
の
紹
介
が
あ
り
、
続
い
て
令
和
4
年

度
会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告
、
再
任
の
内
山
田
会
長
を
含

む
新
四
役
（
正
副
会
長
・
正
副
事
務
局
長
）
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

講
演
の
時
間
で
は
、
東
京
五
輪
に
お
い
て
日
本
代
表
チ
ー

ム
の
陸
上
競
技
監
督
を
務
め
た
麻
場
一
徳
氏
（
高
31
回
）
が

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
裏

−

日
本
陸
連
強
化
委
員
会
の
取

り
組
み

−

」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

日
本
の
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の
強
さ
の
秘
訣
た
る
新

ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
ド
パ
ス
の
誕
生
過
程
、
日
本
陸
連
の
選
手
育

成
の
理
念
な
ど
を
伺
う
こ
と
が
で
き
て
大
変
興
味
深
か
っ
た

で
す
。
麻
場
先
生
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
た
の
が
「
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
社
会
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
て
、
日
本
社
会

に
お
け
る
陸
上
競
技
の
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。目
先
の
実
績
だ
け
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、

選
手
一
人
ひ
と
り
の
人
生
や
陸
上
競
技
界
の
今
後
ま
で
見
据

え
た
高
い
視
座
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
初
の
試
み
と
し
て
、
岡
高
の
教
室
と
総
会
の

会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
、
現
役
の
陸
上
部
員
の
生
徒
が

麻
場
先
生
に
質
問
す
る
時
間
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
先
輩
方

が
親
身
に
若
手
の
相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
段
戸
会

の
伝
統
が
、
私
た
ち
よ
り
も
さ
ら
に
若
い
世
代
に
伝
播
し
た

こ
と
を
感
じ
る
一
場
面
で
し
た
。

講
演
後
は
、桃
井
さ
ん
（
高
38
回
）
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
、

同
期
の
柘
植
君
（
高
70
回
）
に
よ
る
母
校
へ
の
力
強
い
エ
ー

ル
、
校
歌
斉
唱
で
総
会
は
大
団
円
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
う
し
て
会
場
が
温
ま
る
中
で
福
山
前
会
長
（
高
19
回
）

の
乾
杯
の
ご
発
声
と
と
も
に
始
ま
っ
た
懇
親
会
。
世
代
を
超

え
て
岡
高
で
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
互
い
の
近

況
を
報
告
し
合
っ
た
り
す
る
姿
が
会
場
内
の
い
た
る
所
で
見

ら
れ
ま
し
た
。
私
は
打
田
先
生
、
勝
田
先
生
と
久
し
ぶ
り
に

お
話
す
る
こ
と
が
で
き
、
卒
業
後
も
私
た
ち
の
こ
と
を
気
に

か
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
こ
と
を
感
じ
て
、
改
め
て
感
謝
の

念
を
抱
き
ま
し
た
。
最
後
は
、
織
田
副
会
長
（
高
26
回
）
の

第
19
回�

そ
て
つ
会

令
和
5
年
７
月
15
日
（
土
）
15
時

よ
り
、
第
19
回
そ
て
つ
会
を
開
催
し

た
。当

日
は
来
賓
と
し
て
、
柴
田
校
長

先
生
が
ご
出
席
下
さ
っ
た
他
、
か
つ

て
の
よ
う
に
現
役
職
員
の
先
生
方
や

旧
職
員
も
参
加
さ
れ
た
。

卒
業
生
の
参
加
者
は
定
22
回
23
回

及
び
役
員
と
次
年
度
代
表
幹
事
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
健
康
で
こ
の
日

を
迎
え
ら
れ
た
喜
び
と
共
に
古
希
（
実
年
齢
で
は
す
で
に

七
十
代
半
ば
過
ぎ
の
方
々
）
を
お
祝
い
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

歴
代
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
写
真
を
利
用
し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
は

好
評
で
少
し
ず
つ
雰
囲
気
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

次
回
は
定
24
回
の
皆
様
を
中
心
に
、
卒
業
し
た
ば
か
り
の

定
73
回
卒
業
生
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
い
つ
も
な
が
ら
の

幅
広
い
世
代
に
わ
た
る
そ
て
つ
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

	

大
久
保
玉
惠
（
高
27
回
）

第
27
回�
豊
川
段
戸
会

◇
開
催
日
時　

令
和
5
年
10
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

11
時
～
14
時
（
於
：
謝
謝
豊
橋
駅
前
店
）

◇
出
席
者
数　

28
名

◇
内　
　

容　

	

総
会
（
講
演
会
）
及
び

総
会
後
の
懇
親
会

◆
早
稲
田
大
学
客
員
教
授

	

大
塚
耕
平
氏

　

テ
ー
マ　

	

三
河
と
尾
張
と
名
古
屋

　
　
　
　
　
　

	「
ど
う
す
る
家
康
を
ど

う
み
る
」

	

北
村　

誠
（
高
24
回
）

幸
田
段
戸
会

主
に
二
つ
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

「
会
員
相
互
の
親
睦
」
を
目
的
と
し
た
ま
ち
の
魅
力
再
発

見
事
業
。
11
月
14
日
、
12
名
の
参
加
を
得
て
新
東
工
業
㈱
幸

田
事
業
所
を
訪
問
、
安
全
で
快
適
な
作
業
空
間
作
り
を
事
業

展
開
す
る
同
社
に
は
、多
く
の
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
引
き
続
い
て
同
日
開
催
さ
れ
た
総
会
・
懇
親
会
に
は
、

増
田
義
彦
同
窓
会
会
長
並
び
に
豊
川
段
戸
会
川
合
恵
治
副
会

長
に
ご
参
加
頂
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

当
段
戸
会
の
も
う
一
つ
の
事
業
の
柱
は
、「
地
域
貢
献
」

で
す
。
大
型
絵
本
と
大
型
紙
芝
居
を
、
幸
田
町
図
書
館
に
寄

贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
使
っ
た
幼
児
向
け
の
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
3
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
2
月
18

日
9
名
が
参
加
、
子
ど
も
た
ち
の
目
の
輝
き
が
、
活
動
の
喜

び
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
事
業
に
参
加
す
る
仲
間
を
増
や
し
、
さ
ら
に
に
ぎ

や
か
な
活
動
に
発
展
さ
せ
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

	

鈴
木
啓
子
（
高
20
回
）

部
活
動
Ｏ
Ｂ
会
紹
介
（
バ
レ
ー
部
）

段
戸
ク
ラ
ブ
の
令
和
５
年
度
の
活
動
は
、
４
年
ぶ
り
の
夏

の
交
流
会
・
総
会
を
8
月
12
日
（
土
）
に
母
校
体
育
館
で
再

開
い
た
し
ま
し
た
。
現
役
の
高
校
生
と
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

交
流
は
O
B
に
と
っ
て
若

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貰
え
中
々

い
い
も
の
で
す
。
今
年
は
、

女
子
の
チ
ー
ム
が
県
大
会
出

場
を
果
た
し
た
こ
と
も
あ

り
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
新
調

の
た
め
の
補
助
を
少
し
で
は

あ
り
ま
す
が
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
O
B
会
員
も

県
大
会
の
応
援
に
駆
け
つ
け

る
な
ど
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

	

三
浦
之
照
（
段
戸
ク
ラ
ブ
事
務
局　

高
26
）

「
若
い
方
の
知
恵
や
力
を
借
り
て
段
戸
会
の
あ
り
方
も
ど
ん

ど
ん
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
の
ご
挨
拶
を
も
っ
て
名
残

惜
し
く
も
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

	

大
池
真
太
郎
（
高
70
回
）
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弁
論
部
全
国
大
会
出
場
報
告

コ
ー
ラ
ス
部
全
国
大
会
出
場
報
告

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ハ
イ･

Ｕ
18
全
国
陸
上
競
技
大
会
出
場

「
第
28
回
全
国
中
学
・

高
校
デ
ィ
ベ
ー
ト
選
手

権
」（
以
下
、
デ
ィ
ベ
ー

ト
甲
子
園
）
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
際
、
O
B
・
O
G
を

は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら

ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
、
本
校
の
弁
論

部
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
甲
子
園

に
て
優
勝
し
、
今
年
度
は
優
勝
し
た
先
輩
た
ち
の
姿
を
見
て

き
た
生
徒
た
ち
が
、
二
連
覇
を
目
指
し
て
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
、
周
り
か
ら
の
期
待
に
応
え
よ

う
と
し
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
た
り
葛
藤
し
た
り
す
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
甲
子
園
の
出
場
権
を
か
け
た
予
選
で
あ
る
東

海
地
区
大
会
で
は
、
4
位
と
い
う
悔
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
生
徒
た
ち
は
勝
ち
た
い
と
い
う
強
い
思
い

を
も
っ
て
、
全
国
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。
予
選
は
会
津
、
開

成
、
膳
所
高
校
と
の
試
合
に
全
て
勝
ち
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
出
し
ま
し
た
が
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦
で
東

海
高
校
に
敗
退
し
ま
し
た
。悔
し
い
結
果
で
は
あ
り
ま
す
が
、

試
合
の
内
容
は
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
頭
を
悩
ま
す
、
と
て
も
良

い
も
の
で
、
得
票
数
は
東
海
二
票
、
岡
崎
一
票
と
接
戦
で
し

た
。
生
徒
た
ち
は
試
合
後
、「
今
ま
で
で
一
番
良
い
試
合
が

で
き
た
。
こ
れ
で
負
け
て
も
悔
い
は
な
い
」と
話
し
ま
し
た
。

大
会
を
通
し
、
選
手
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
部
員
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
大
き
く
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
体
験
が
で
き
た
の
は
、
技
術
的
な
指
導
を
し
て
く
だ
さ

る
卒
業
生
の
方
々
を
は
じ
め
、
先
生
方
や
保
護
者
の
方
々
の

支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
存
じ
ま
す
。
今
後
も
弁
論
部
へ

の
温
か
い
ご
支
援
、ご
声
援
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

	

（
文
責　

弁
論
部
顧
問　

藤
井
瑞
貴
）

今
年
度
は
9
月
23
日
に
三
重
県
で
開
催
さ
れ
た
第
76
回
中

部
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
高
等
学
校
部
門
B
グ
ル
ー
プ
の
部
に

お
い
て
、
金
賞
に
加
え
て
、
三
重
県
教
育
委
員
会
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
夏
に
行
わ
れ
た
N
H
K
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
に
お
い
て
銅
賞
と
い
う
結
果
に
終
わ

り
、
三
年
生
を
始
め
と
し
て
全
員
が
大
変
苦
い
思
い
を
し
ま

し
た
。そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
今
年
度
は
練
習
に
取
り
組
み
、

東
海
大
会
銀
賞
と
い
う
結
果
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
全
日
本
大
会
全
国
出
場
に
向
け
て
日
々
の
練

習
を
必
死
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
努
力
を
評
価
し

て
い
た
だ
け
て
本
当
に
感
無
量
の
結
果
発
表
で
し
た
。
全
日

本
大
会
に
向
け
て
、
課
題
曲
は
「
水
上
」
を
、
自
由
曲
と
し

て
長
田
弘
さ
ん
作
詞
、
三
宅
悠
太
さ
ん
作
曲
の
「
立
ち
つ
く

す
―
混
声
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
―
」
を
歌
い
こ
み
ま
し

た
。
ま
た
、
過
去
の
先
輩
や
惠
子
先
生
か
ら
受
け
継
い
で
き

て
い
る
「
歌
う
こ
と
は
訴
う
こ
と
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
、

歌
詞
を
深
め
、
表
現
を
豊
か
に
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
10
月
28
日
に
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
に
お
い
て
、
自
分
た
ち

が
作
り
上
げ
て
き
た
演
奏
を
行
い
、
銀
賞
を
い
た
だ
き
、
全

国
大
会
出
場
の
伝
統
を
繋
ぎ
つ
つ
、
昨
年
度
か
ら
一
つ
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
全

国
に
出
場
し
て
い

る
他
の
高
校
さ
ん

の
演
奏
を
拝
聴
す

る
こ
と
で
、
一
音

一
音
の
音
程
が
全

く
ぶ
れ
な
い
繊
細

さ
と
各
パ
ー
ト
の

音
が
重
な
る
心
地

好
い
一
体
感
と

い
っ
た
合
唱
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
感

本
年
度
の
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）［
北
海
道
・
厚
別
］
に
2

年
岡
部
陽
奈
さ
ん
（
女
子
棒
高
跳
）
が

出
場
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

を
目
指
し
て
の
6
月
東
海
総
体
で
は
、

試
技
数
差
の
4
位
で
出
場
権
を
獲
得

し
、
惜
し
く
も
出
場
を
逃
し
た
昨
年
同

大
会
の
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
は
、
直
前
に
起
き
て
し

ま
っ
た
怪
我
に
よ
り
実
力
を
発
揮
し
き

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
悔
し
さ
を
持
っ

て
臨
ん
だ
秋
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
県
新
人

優
勝
、
東
海
新
人
優
勝
、
Ｕ
18
全
国
大

会
13
位
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収

め
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
繋
が
る
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
度
の
北
海
道
遠
征
に
つ

き
ま
し
て
、
岡
高
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
の
皆
様
方
か
ら
数
多
く
の
多
大
な
ご

厚
意
と
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

中
に
は
私
が
直
接
関
わ
っ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
も
多
く
、
と

て
も
感
慨
深
い
思
い
で
す
。
金
銭
面
だ
け
で
な
く
、
岡
崎
高

校
の
校
内
に
は
棒
高
跳
を
は
じ
め
他
の
フ
ィ
ー
ル
ド
種
目
、

長
距
離
・
短
距
離
が
走
る
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
十
分
な
練
習
施
設

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
環
境
に
負
け
な
い
熱
意
と
創
意

工
夫
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
強
豪
校
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。
上

記
の
部
員
だ
け
で
な
く
、
長
距
離
・
短
距
離
と
も
に
冬
季
練

習
で
力
を
つ
け
、
来
年
度
の
北
部
九
州
（
福
岡
）
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
を
目
指
し
ま
す
！

	

（
文
責　

陸
上
部
顧
問　

井
上
健
一
）

じ
ま
し
た
。
来
年
度
は
全
国
大
会
で
も
う
一
つ
上
の
段
階
の

賞
が
獲
得
で
き
る
よ
う
に
、
部
全
体
で
実
力
を
磨
い
て
い
き

ま
す
。

	

（
文
責　

コ
ー
ラ
ス
部
顧
問　

八
木
智
水
）
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囲
碁
・
将
棋
部
囲
碁
班
全
国
大
会
出
場
報
告

放
送
部
全
国
大
会
出
場
報
告

令
和
5
年
7
月
24
日

に
開
催
さ
れ
た
第
47
回

文
部
科
学
大
臣
杯
全
国

高
校
囲
碁
選
手
権
大
会

全
国
大
会
（
団
体
）
に

出
場
し
ま
し
た
。
男
子

団
体
と
し
て
は
18
年
ぶ

り
3
回
目
の
全
国
大
会

出
場
の
快
挙
で
し
た
。

代
表
選
手
は
、
張
思
慎

君
（
主
将
3
年
）、
天

野
蒼
空
君
（
副
将
2

年
）、山
田
大
智
君
（
三

将
3
年
）
で
す
。

令
和
4
年
度
秋
の
県
大
会
で
準
優
勝
し
、
東
海
大
会
に
進

出
す
る
も
決
勝
で
東
海
高
校
に
敗
れ
準
優
勝
、
全
国
大
会
出

場
を
逃
し
ま
し
た
。
令
和
5
年
度
春
の
県
大
会
で
は
、
東
海

高
校
に
雪
辱
を
果
た
し
、
見
事
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。全
国
大
会
初
戦
は
秋
田
高
校
。

3
名
と
も
優
勢
に
試
合
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
一
瞬
の
ミ

ス
が
命
取
り
と
な
り
逆
転
負
け
、
副
将
の
勝
利
で
1
勝
2
敗

で
し
た
。
2
回
戦
は
前
橋
高
校
。
主
将
・
副
将
が
順
調
に
勝

利
し
2
勝
1
敗
。
こ
の
時
点
で
連
勝
校
は
秋
田
高
校
だ
け
で

し
た
の
で
、
準
々
決
勝
進
出
の
た
め
、
3
回
戦
勝
利
に
望
み

を
か
け
ま
し
た
。
3
回
戦
は
金
沢
泉
丘
高
校
。
三
将
が
勝
利

す
る
も
、
主
将
・
副
将
が
惜
し
く
も
敗
れ
1
勝
2
敗
、
残
念

な
が
ら
準
々
決
勝
に
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
次
リ
ー
グ
で
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
全
国

の
強
豪
校
と
の
対
戦
を
通
し
て
、
校
内
で
の
対
局
練
習
で
は

得
ら
れ
な
い
緊
張
感
と
高
い
棋
力
に
触
れ
る
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
大
会
出
場
に
当
た
り
、
同

窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
厚
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

（
文
責　

囲
碁
・
将
棋
部
顧
問　

日
髙
慎
吾
）

昨
年
8
月
に
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
た
第
47
回
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
（
以
下
、
全
国
大
会
）
に
、
放
送
部
の
川
澄

絢
子
さ
ん
（
3
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
同

窓
会
よ
り
多
大
な
る
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

川
澄
さ
ん
は
、
一
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
愛
知
県
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
県
大
会
の
朗
読
部
門
に
お
い
て
上
位
3
名
に

与
え
ら
れ
る
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。
朗
読
と
は
、
指
定
さ
れ
た
小
説
作
品
か
ら
抜
粋

し
た
一
場
面
を
時
間
内
に
読
み
上
げ
る
競
技
で
、
そ
の
審
査

項
目
に
は
、
滑
舌
や
発
声
と
い
っ
た
基
本
的
な
技
術
は
も
ち

ろ
ん
、
物
語
の
全
体
を
把
握
し
た
上
で
の
間
の
取
り
方
や
場

面
選
び
も
含
ま
れ
ま
す
。

川
澄
さ
ん
は
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
目
指
し
て
、
他
の

部
員
と
と
も
に
日
々
発
声
練
習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
最
後
の
大
会
で
結
果
と

な
っ
て
表
れ
た
こ
と
は
、顧
問
と
し
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

全
国
大
会
の
本
番
で
は
ミ
ス
も
な
く
、
物
語
の
瑞
々
し
い
感

動
を
聴
衆
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
川
澄
さ
ん
が
朗
読
に
お

い
て
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
が
活
か
せ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
川
澄
さ
ん
は
、

全
国
大
会
に
出
場
し
た
経

験
を
活
か
し
、
後
輩
の
指

導
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん

で
く
れ
て
い
ま
す
。
先
日

行
わ
れ
た
今
年
度
の
県
大

会
で
は
、
川
澄
さ
ん
と
同

じ
朗
読
部
門
に
出
場
し
た

2
年
生
部
員
が
優
秀
賞
を

受
賞
し
、
2
年
連
続
で
全

国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
今
後
も
放
送
部

へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

	

（
文
責　

放
送
部
顧
問　

原
田　

耀
）

登
山
部
全
国
大
会
出
場
報
告

今
年
度
、
女
子
チ
ー
ム
と
し
て
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
O
B
の

方
々
か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
度
は
初
め
て
の
東
海
大
会
進
出
、
昨
年
度
は
初
め

て
東
海
大
会
入
賞
（
3
位
）
と
、
着
実
に
力
を
付
け
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
男
子
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
を

す
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
悔
し
い

思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
今
度
こ
そ
、
と
迎
え
た
今
年
度
の
県

総
体
で
、
女
子
は
目
標
に
し
て
い
た
優
勝
を
勝
ち
取
り
、
初

め
て
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
男
子
は
3

位
と
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
逃
し
ま
し
た
が
、
東
海

大
会
で
は
3
位
と
な
り
、
男
子
も
初
め
て
の
東
海
大
会
入
賞

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
8
月
7
日
か
ら
11
日
ま
で
北
海
道
の
大

雪
山
系
、
十
勝
岳
連
峰
を
舞
台
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
出
場

で
緊
張
も
し
た
と
思
い
ま
す
が
よ
く
健
闘
し
、
こ
れ
ま
で
3

回
出
場
し
た
男
子

よ
り
も
上
位
の
12

位
と
い
う
成
績
を

収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

来
年
度
こ
そ
男

女
と
も
に
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を

果
た
し
、
さ
ら
に

今
年
度
以
上
の
結

果
を
残
せ
る
よ
う

に
と
、
1
・
2
年

生
も
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
今
後

と
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

	

（
文
責　

登
山
部
顧
問　

小
島
洋
平
）
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全
日
制

野
球
部�

（
男
子
46
名　

女
子
6
名
）

今
年
度
は
1
年
生
19
名
が
入
部
し
ま
し
た
。
総
勢
52
名
の
大
所
帯
と

な
り
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
お
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
と
練
習
環

境
で
す
が
、
部
員
は
前
向
き
に
野
球
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
自
分
達
で
考
え
、「
や
ら
さ
れ
る
」
で
は
な
く
、「
自
ら
進
ん

で
や
る
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

文
武
両
道
を
掲
げ
、
貴
重
な
時
間
を
使
い
効
率
の
よ
い
練
習
に
努
め

て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部�

（
男
子
32
名　

女
子
23
名
）

県
下
で
最
も
熾
烈
な
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
西

三
河
地
区
に
お
い
て
、
本
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
県
大
会
、
さ
ら
に
は

東
海
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
志
し
、
日
々
練
習
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
5
年
度
の
総
体
予
選
団
体
戦
で
は
、
男
子
は
県
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
新
チ
ー
ム
に
代
替
わ
り
を
し
、
9
月
に
行
わ
れ
た
新

人
戦
で
は
、
男
子
個
人
で
、「
田
崎
・
三
田
組
」
が
西
三
河
予
選
を
突

破
し
、
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
現
在
も
団
体
戦
で
の
県
大
会
出
場

を
目
標
に
掲
げ
、
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

卓
球
部�

（
男
子
32
名　

女
子
15
名
）

総
体
予
選
で
は
、
男
女
と
も
団
体
で
の
県
大
会
出
場
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
個
人
戦
に
お
い
て
は
よ
く
健
闘
し
、
男
女
と
も
ダ
ブ
ル
ス

1
組
、
シ
ン
グ
ル
ス
1
名
が
県
大
会
へ
の
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。
戦

力
的
に
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
総
体
に
お
い
て
は
連
続

し
て
県
大
会
へ
の
出
場
を
続
け
て
い
ま
す
。
男
子
は
夏
の
西
三
河
リ
ー

グ
戦
に
お
い
て
久
し
ぶ
り
に
1
部
で
の
戦
い
と
な
り
ま
し
た
が
3
位
に

入
賞
し
来
年
度
も
1
部
で
強
豪
校
と
戦
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
県

下
で
最
も
レ
ベ
ル
の
高
い
西
三
河
地
区
の
た
め
、
新
人
戦
で
は
男
女
と

も
健
闘
し
ま
し
た
が
県
大
会
へ
の
出
場
権
は
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
現

在
、
部
員
一
同
、
総
体
で
の
県
大
会
出
場
を
め
ざ
し
て
熱
心
に
練
習
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
が
最
近
は
実
施
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

後
輩
の
指
導
を
し
に
、日
々
の
練
習
へ
の
参
加
を
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
よ
ろ
し
け
れ
ば
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
チ
ー
ム
へ
の
登
録
も
お
願
い
し
ま

す
。
部
を
預
か
っ
て
20
年
と
な
る
顧
問
の
太
田
先
生
の
後
継
者
の
育
成

も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
教
員
の
方
の
赴
任
が
切
望
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部�

（
男
子
28
名　

女
子
13
名
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
自
分
た
ち
で
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
し
っ
か
り
考

え
、
向
上
心
を
も
っ
て
日
々
熱
心
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
も
落
ち
着
き
、
以
前
の
よ
う
な
形
で
練
習
試
合
や
大
会
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
男
子
は
西
三

予
選
を
勝
ち
抜
き
、
県
大
会
出
場
を
目
標
に
、
女
子
は
県
大
会
で
1
勝

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
部
員
全
員
の
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
8
月
に
O
B
・
O
G
会
を
数
年

ぶ
り
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
声
援
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル�

（
男
子
35
名　

女
子
28
名
）

男
子
は
、
部
員
同
士
で
互
い
に
意
見
を
交
わ
し
あ
い
な
が
ら
自
分
た

ち
の
バ
ス
ケ
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
強
み
弱
み
を
理
解
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
プ
レ
ー

し
、
大
会
で
は
多
く
勝
ち
進
め
る
よ
う
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

女
子
は
、
日
々
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
向
上
心
を
持
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
県
大
会
出
場
と
い
う
高
い
目
標
を
掲
げ
、
前

向
き
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
部
員
同
士
協
力
し
な

が
ら
、
目
標
達
成
に
向
け
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部�
（
男
子
12
名　

女
子
3
名
）

今
年
度
は
一
年
生
が
七
人
（
う
ち
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
二
人
）
入
部
し
、

二
年
生
八
人
（
う
ち
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
一
人
）
の
十
五
人
で
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。
選
手
登
録
が
十
二
人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
刈
谷
北
高
校

と
の
合
同
チ
ー
ム
を
継
続
し
、
第
一
○
三
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
十
人
制
で
出
場
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
人
戦
も
十
人
制
の
大
会
に
出
場
し
、
愛
知
県
第
三
代
表

と
し
て
東
海
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
な
か
な
か
人
数
が
そ
ろ
わ
な
い
厳

し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
部
員
は
一
生
懸
命
、
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し

み
な
が
ら
結
果
を
出
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部�

（
男
子
43
名　

女
子
20
名
）

我
々
、
令
和
5
年
度
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
今
年
も
先
生
方
や
先
輩

方
の
厚
い
ご
支
援
、
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
順
調
に
部
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
1
、
2
年
生
も
男
女
と
も
ほ
ぼ
全
員
が
初
心
者

か
ら
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
始
め
て
い
る
の
で
上
達
す
る
に
は
な
か
な
か
時

間
は
か
か
り
ま
す
が
、西
三
予
選
を
勝
ち
抜
き
、県
大
会
で
戦
え
る
チ
ー

ム
を
目
指
し
て
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
を
後
輩
へ
と
繋
い
で
い
け
る
よ
う
、

練
習
に
励
み
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
厚
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

陸
上
部�

（
男
子
27
名　

女
子
28
名
）

本
年
度
の
陸
上
部
は
、
1
年
生
23
名
、
2
年
生
13
名
、
3
年
生
19
名

の
計
55
名
で
、
長
距
離
･
短
距
離
フ
ィ
ー
ル
ド
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
春
の
高
校
総
体
で
は
8
名
が
県
大
会
へ
進
出

し
、
県
大
会
で
は
2
年
岡
部
陽
奈
が
女
子
棒
高
跳
で
優
勝
し
東
海
大
会

に
進
出
し
ま
し
た
。
東
海
大
会
で
は
、
試
技
数
差
の
4
位
に
入
賞
し
、

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
実
力
を
発
揮
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
秋
シ
ー
ズ
ン
に
は

県
新
人
優
勝
、
東
海
新
人
優
勝
、
Ｕ
18
全
国
大
会
13
位
と
い
う
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
度
の
北
海
道
遠
征
に
つ
き
ま
し

て
、
岡
高
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
皆
様
方
か
ら
数
多
く
の
多
大
な
ご

厚
意
と
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

愛
知
県
高
校
駅
伝
大
会
で
は
、
男
子
が
2
時
間
26
分
13
秒
で
15
位
、

女
子
は
1
時
間
29
分
11
秒
で
22
位
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
崎
市
民

駅
伝
で
は
男
子
が
6
位
、
女
子
が
7
位
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
心
身

と
も
に
成
長
で
き
る
部
で
あ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

体
操
部�

（
19
名
）

本
年
度
は
新
入
生
が
7
名
入
部
し
、
19
名
に
な
り
ま
し
た
。
部
員
の

多
く
は
初
心
者
で
す
が
、
昼
も
自
主
練
を
行
う
な
ど
大
変
熱
心
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
鈴
木
晶
子
コ
ー
チ
の
も
と
、
今
年
は
団
体
種
目
で
総
体

は
支
部
予
選
で
3
位
、
県
大
会
で
も
6
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま

た
新
人
戦
は
支
部
予
選
で
優
勝
、
県
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。
貴
重

な
練
習
時
間
を
大
切
に
、
部
員
・
コ
ー
チ
・
顧
問
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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水
泳
部�

（
男
子
46
名　

女
子
21
名
）

令
和
5
年
度
は
12
名
の
新
入
部
員
を
迎
え
ま
し
た
。
総
部
員
数
が
70

名
弱
と
い
う
大
所
帯
で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
々
の
目
標
を
持
っ
て
日
々

努
力
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
男
女
と
も
、
何
名
も
の
生
徒
が
総
体

予
選
や
新
人
戦
で
標
準
記
録
を
突
破
し
、
県
大
会
出
場
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
惜
し
く
も
東
海
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
各
個
人
が
満
足
の
い
く
成
果
が
残
せ

る
よ
う
に
、
個
人
と
し
て
も
チ
ー
ム
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

柔
道
部�

（
男
子
2
名　

女
子
2
名
）

部
員
数
は
2
年
生
3
名
、
1
年
生
1
名
の
合
計
4
名
で
す
。
少
な
い

人
数
で
も
日
々
の
練
習
に
集
中
し
て
取
り
組
み
、
大
会
で
は
一
試
合
で

も
多
く
勝
ち
上
が
る
よ
う
地
道
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
打
ち
込
み

用
マ
ッ
ト
は
も
う
廃
棄
寸
前
の
使
い
込
み
具
合
で
す
し
、
未
経
験
者
で

入
部
し
た
生
徒
は
つ
い
に
初
段
を
取
得
し
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
様
、

ぜ
ひ
道
場
に
足
を
運
び
可
愛
い
後
輩
達
に
稽
古
と
備
品
の
支
援
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

剣
道
部�

（
男
子
9
名　

女
子
5
名
）

令
和
5
年
度
春
の
総
体
予
選
で
は
団
体
で
は
男
子
は
7
位
、
女
子
は

5
位
（
県
大
会
出
場
）、
個
人
で
は
女
子
が
5
位
（
県
大
会
出
場
）
と

い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
新
体
制
で
臨
ん
だ
秋
の
新
人
戦

で
は
、
団
体
で
は
男
子
は
2
回
戦
敗
退
、
女
子
は
7
位
、
女
子
個
人
で

は
5
位
（
県
大
会
出
場
）
で
し
た
。

少
な
い
練
習
時
間
の
中
で
、
内
容
や
取
り
組
み
方
を
工
夫
し
て
技
術

の
向
上
を
図
り
日
々
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
春
の
総
体
で
は
県
大
会

出
場
以
上
の
結
果
が
残
せ
る
よ
う
に
精
一
杯
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
O
B
、
O
G
の
方
々
、
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

弓
道
部�

（
46
名
）

令
和
5
年
度
も
15
名
の
新
入
部
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
中
日
本
弓
道
近
的
選
手
権
大
会
2
位
を
は
じ
め
、
各
種
大
会

で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
の
方
々
か
ら
は
、
弓
の
寄
贈
、
直
接
の

御
指
導
等
、
多
く
の
応
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
感
謝
の
想
い
を
忘
れ

ず
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。
長
年
講
師
を
し
て
い
た
だ
い
た
近
藤
先
生

の
退
任
も
あ
り
、
色
々
な
想
い
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
今
後
も
精
進
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

登
山
部�

（
37
名
）

今
年
度
は
、
1
年
生
18
名
、
2
年
生
5
名
、
3
年
生
14
名
で
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
合
宿
に
つ
い
て
は
、
夏
は
1
泊
2
日
で
白
山
と
2
泊
3

日
で
八
ヶ
岳
で
行
い
、
春
は
1
泊
2
日
で
鈴
鹿
山
脈
で
実
施
を
す
る
予

定
で
お
り
ま
す
。

大
会
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
お
い
て
、

女
子
が
優
勝
、
男
子
が
第
3
位
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
女
子
が

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
出
場
し
第
12
位
、
男
子
が
東
海
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
に
出
場
し
第
3
位
と
い
う
結
果
を
お
さ
め
ま
し

た
。
ま
た
、
愛
知
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
に
お
い
て
は
、
男
子
が

優
勝
、
女
子
が
第
2
位
と
い
う
形
で
今
年
度
の
大
会
を
終
え
て
お
り
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
年
度
も
大
会
出
場
に
あ

た
り
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部�

（
60
名
）

今
年
度
は
、選
手
権
大
会
で
は
県
大
会
出
場
を
果
た
し
、目
標
で
あ
っ

た
一
回
戦
突
破
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
U

−

18
西
三
河

地
区
2
部
リ
ー
グ
に
お
い
て
も
、
第
2
位
と
い
う
結
果
で
、
来
年
度
か

ら
は
西
三
河
地
区
1
部
リ
ー
グ
に
昇
格
し
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
会
会
長
山
本
親
先
生
を
は
じ
め
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
は
、
様
々
な
御

支
援
を
い
た
だ
き
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
Ｏ

Ｂ
会
も
再
開
し
ま
し
た
。
皆
様
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
良
い
御
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部�

（
17
名
）

令
和
5
年
度
1
年
生
は
5
名
が
入
部
し
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
経
験

者
が
多
く
、
試
合
も
成
り
立
ち
、
強
豪
校
と
も
練
習
試
合
を
行
い
力
を

つ
け
て
お
り
ま
す
。
夏
の
県
選
手
権
は
く
じ
運
も
よ
く
県
ベ
ス
ト
16
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
人
戦
は
く
じ
運
に
恵
ま
れ
ず
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
敗
退
と
な
り
、
県
大
会
出
場
を
逃
し
ま
し
た
。
冬
は
総
体
に

向
け
て
試
合
形
式
の
練
習
を
増
や
し
ス
キ
ル
を
磨
い
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
の
O
G
会
も
多
く
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

O
G
会
で
現
役
生
に
刺
激
を
与
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
来

年
度
も
、
夏
冬
と
2
回
開
催
し
ま
す
の
で
お
時
間
あ
り
ま
し
た
ら
顔
を

出
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
部
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

弁
論
部�

（
60
名
）

弁
論
部
は
、
夏
に
開
催
さ
れ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
甲
子
園
へ
の
出
場
・
優

勝
に
向
け
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
令
和
5
年
度
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト

甲
子
園
東
海
地
区
予
選
4
位
で
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。
全
国
大
会
で
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦
敗
退
で
し
た
。
こ

の
大
会
で
得
た
経
験
を
糧
に
、来
年
度
は
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
、

部
員
全
員
の
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

1
年
生
も
2
年
生
の
指
導
の
下
、
着
実
に
力
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
声
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

文
芸
部�

（
22
名
）

令
和
五
年
度
の
部
員
は
、
一
年
生
六
人
、
二
年
生
七
人
、
三
年
生
九

人
で
し
た
。兼
部
の
生
徒
も
多
い
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
が
時
間
を
つ
く
っ

て
原
稿
を
書
き
、
部
誌
「
風
薫
舞
（
か
ざ
ぐ
る
ま
）」
を
年
六
回
発
行

し
て
い
ま
す
。
発
行
前
は
、
〆
切
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
苦
心
の
末
提
出

さ
れ
た
原
稿
を
並
べ
て
配
列
を
考
え
、
授
業
後
に
印
刷
室
に
籠
っ
て
印

刷
し
、
製
本
を
し
て
い
ま
す
。
年
々
文
量
、
イ
ラ
ス
ト
と
も
に
増
え
、

微
妙
な
濃
淡
を
出
す
た
め
の
印
刷
技
術
の
伝
承
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

教
員
の
次
に
印
刷
機
の
扱
い
を
熟
知
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
近

年
は
共
同
で
作
品
を
作
る
合
作
も
増
え
て
い
ま
す
。
発
行
後
に
は
合
評

会
を
開
き
、
お
互
い
の
意
見
交
換
も
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
も
、
な
る
べ
く
多
く
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
部
員
一
同
よ
い
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。数

学
部�

（
45
名
）

数
学
部
は
、
数
学
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
た
者
が
集
ま
り
、
教
科
書

や
受
験
勉
強
な
ど
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
数
学
を

探
究
し
て
い
ま
す
。
令
和
5
年
度
は
「
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
へ
の
出

場
と
、「
科
学
三
昧
i
n
あ
い
ち
」
な
ど
の
研
究
発
表
会
お
よ
び
交
流

会
へ
の
参
加
を
中
心
に
活
動
し
ま
し
た
。
ま
た
活
動
曜
日
は
月
・
火
・

木
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
週
3
日
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

英
語
部�

（
27
名
）

英
語
部
は
九
月
に
実
施
さ
れ
る
文
化
祭
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
生
徒
会
と
共
に
準
備
・
運
営
を
担
当
し
ま
す
。
当
日
円
滑
に
英
語

で
進
行
で
き
る
よ
う
に
前
も
っ
て
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
主
に
月
曜
日
と
金
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ベ
ー

ト
の
練
習
や
、
A
L
T
の
先
生
と
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
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美
術
部�

（
15
名
）

本
校
で
は
本
格
的
な
ア
ク
リ
ル
画
に
部
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
文
化
祭
で
は
、
昨
年
度
の
西
三
美
術
展
に
出
展
し
た
2
・
3
年
生

の
作
品
（
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
へ
出
展
し
た
作
品
を
含
む
）
と
1
年
生
の

石
膏
像
の
デ
ッ
サ
ン
を
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
の
西
三
美
術

展
で
は
、
1
・
2
年
生
の
50
号
1
点
、
30
号
3
点
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ら
に
技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

書
道
部�

（
35
名
）

令
和
五
年
度
は
岡
崎
総
合
書
展
、
高
文
連
展
、
中
日
ジ
ュ
ニ
ア
書
展
、

国
際
高
校
生
選
抜
書
道
展
（
書
の
甲
子
園
）
に
出
品
し
ま
し
た
。
文
化

祭
で
は
作
品
展
示
を
通
し
て
書
道
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

墨
の
香
り
に
つ
つ
ま
れ
て
行
う
活
動
は
忙
し
い
毎
日
の
中
で
心
を
落

ち
着
か
せ
る
大
切
な
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
色
々
な
書
体
で

「
個
」
を
表
現
し
、「
書
」
と
い
う
「
美
」
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

家
庭
部�
（
31
名
）

家
庭
部
は
、
毎
週
金
曜
日
の
授
業
後
に
本
館
1
階
の
調
理
室
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
部
活
中
は
美
味
し
そ
う
な
匂
い
と
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、
お
菓
子
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
二
年
生
が
15
名
、
一
年
生
が
16
名
と
賑
や
か
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
毎
年
行
っ
て
い
る
文
化
祭
の
食
品
バ
ザ
ー
で
は
、
2
年
ぶ
り

に
カ
フ
ェ
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
に
安
全
に
提
供
す

る
た
め
に
、
多
く
の
制
限
が
あ
っ
た
中
、
何
度
も
試
作
を
重
ね
、
部
員

皆
で
工
夫
を
凝
ら
し
、
バ
ザ
ー
は
大
成
功
で
し
た
。
当
日
は
、
多
く
の

お
客
さ
ん
か
ら
「
お
い
し
か
っ
た
よ
！
」
と
い
う
言
葉
を
頂
き
、
完
売

し
た
時
の
嬉
し
さ
、
そ
し
て
や
り
遂
げ
た
あ
と
の
達
成
感
を
全
員
で
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

美
味
し
い
も
の
を
作
っ
て
皆
で
食
べ
る
こ
と
は
、
幸
せ
を
感
じ
る
大

切
な
時
間
で
す
。
そ
ん
な
素
敵
な
時
間
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

茶
道
部�

（
38
名
）

茶
道
部
は
毎
週
水
曜
日
、
講
師
の
手
島
美
和
子
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
、
西
館
の
作
法
室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
1
年
生
7
名
を
迎
え
て
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
部
員
数

は
3
学
年
合
わ
せ
て
38
名
と
な
り
、
棗
、
茶
筅
、
茶
杓
、
建
水
、
水
差

し
…
数
々
の
道
具
と
華
や
か
な
甘
い
季
節
の
和
菓
子
と
薫
り
立
つ
深
緑

の
抹
茶
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

茶
道
部
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
文
化
祭
の
お
茶
会
に
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
先
生
方
や
多
く
の
生
徒
の

皆
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
茶
席
で
は
、緊
張
し
な
が
ら
も
、

一
人
ひ
と
り
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
、
充
実

感
や
達
成
感
に
満
ち
た
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
「
和
敬
静
寂
」
を
心
に
留
め
、
部
員
一
同
お
稽
古
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

華
道
部�

（
8
名
）

活
動
日
は
年
間
24
回
。楽
し
く
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
っ
て
い
ま
す
。

普
段
は
、
部
員
が
交
代
で
来
客
用
玄
関
に
作
品
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
、
文
化
祭
で
は
、
各
々
が
趣
の
違
う

花
を
前
に
、
真
剣
に
考
え
な
が
ら
立
派
な
作
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

写
真
部�

（
36
名
）

高
文
連
主
催
の
写
真
展
に
は
春
に
あ
る
西
三
支
部
「
高
校
生
春
の
写

真
展
」、
秋
の
西
三
支
部
「
高
校
生
の
写
真
展
」、
年
明
け
の
県
高
文
連

「
高
校
生
の
写
真
展
」
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
も
こ
の
三
つ
の
高
文
連

写
真
展
に
出
展
し
、
他
校
の
写
真
部
と
写
真
の
技
術
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
の
県
高
文
連
「
高
校
生
の
写
真
展
」
で
選
ば
れ
た
作

品
が
「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
で
き
ま
し
た
。

校
内
で
は
、
行
事
の
裏
方
と
し
て
球
技
大
会
、
体
育
大
会
、
文
化
祭
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
学
校
行
事
で
記
録
写
真
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。

撮
っ
た
写
真
は
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
岡
高
新
聞
、
学
友
等
の
校
内

誌
等
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
祭
で
は
一
階
東
渡
り
廊
下
を
お
借
り

し
て
、
写
真
部
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。
行
事
以
外
の
活
動
日
は
木
曜

日
の
授
業
後
で
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
撮
影
会
を
行
っ
た
り
、
撮
影
し
た

写
真
を
持
ち
寄
っ
て
プ
リ
ン
ト
し
た
り
、
作
品
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
芸
術
性
の
高
い
写
真
を
目
指
し
、
技
術
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

コ
ー
ラ
ス
部�

（
57
名
）

今
年
度
も
近
藤
惠
子
先
生
の
御
指
導
の
下
、「
響
け
！
心
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
！
」
を
合
い
言
葉
に
、
部
員
57
名
で
日
々
の
練
習
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。

N
H
K
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
東
海
北
陸
大
会
で
銀
賞

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
3
年
生
を
は
じ
め
喜
び
の
涙
を
流
す
と
と

も
に
金
賞
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
悔
し
さ
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

さ
ら
に
練
習
に
励
み
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
全
国
大
会
に
出

場
を
果
た
し
、
銀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
6
月

に
は
名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
さ
ん
か
ら
の
ご
厚
意
で
名

古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
第
491
回
定
期
演
奏
会
の
舞
台
に
て

歌
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。生

徒
達
が
伸
び
伸
び
と
活
動
を
続
け
る
に
あ
た
り
、
コ
ー
ラ
ス
部
Ｏ

Ｂ
会
か
ら
は
多
大
な
御
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

演
劇
部�

（
19
名
）

今
年
は
12
名
の
一
年
生
が
入
部
し
、に
ぎ
や
か
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

岡
崎
市
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
夏
の
大
会
で
は
音
響
効
果
賞

を
、
冬
の
合
同
発
表
会
で
は
照
明
効
果
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
何
回
生

の
先
輩
が
製
作
さ
れ
た
か
不
明
で
す
が
、
ク
リ
ー
ム
色
の
ド
ア
は
今
も

大
会
や
文
化
祭
の
3
年
演
劇
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

J
R
C
部	

（
10
名
）

J
R
C
部
は
青
年
赤
十
字
（
J
u
n
i
o
r	

R
e
d	

C
r
o
s
s
）

の
略
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
部
活
動
で
す
。
校
内
で
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
、
花
壇
の
整
備
（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
季
節
の
花
を
植
え
ま
し
た
）、
募
金
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
支
援
の
募
金
を
急
遽
1
月
に
行
い
、
た
く
さ

ん
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
文
化
祭
で
は
J
R
C
部
員
に
よ
る
手

作
り
作
品
の
販
売
と
募
金
（
売
上
金
と
募
金
は
赤
十
字
に
寄
付
し
ま
し

た
）、さ
ら
に
み
あ
い
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
や
エ
コ
バ
ッ
ク
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
J
R
C
部

は
兼
部
し
て
い
る
部
員
が
多
く
、
全
員
が
集
ま
っ
て
話
し
合
う
機
会
は

あ
ま
り
持
て
な
い
こ
と
が
悩
み
で
す
が
、
自
分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
を

考
え
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鉄
道
研
究
部�

（
13
名
）

令
和
5
年
の
研
修
旅
行
は
、
夜
行
バ
ス
に
て
小
倉
に
入
り
、
初
日
は

北
部
九
州
で
の
班
行
動
、
二
日
目
も
博
多
を
中
心
に
班
行
動
と
い
う
形

で
実
施
し
、
各
自
の
研
鑽
を
深
め
ま
し
た
。
6
年
度
に
つ
い
て
は
、
復

活
な
っ
た
只
見
線
や
宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
な
ど
を
核
に
、
新
潟
・
北

関
東
方
面
へ
の
研
修
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
部
室
の
鉄
道
模
型
は
ほ

ぼ
毎
週
改
修
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
部
員
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ

わ
り
を
活
か
し
て
自
由
な
活
動
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

囲
碁
・
将
棋
部�

（
20
名
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
に
伴
い
、
以
前
の
よ
う
な
活
気
あ
る
公
式

戦
が
行
わ
れ
た
。
1
月
末
現
在
、
囲
碁
・
将
棋
と
も
3
大
会
に
参
加
し

た
。
囲
碁
（
団
体
）
は
、
夏
に
全
国
大
会
、
秋
に
は
新
メ
ン
バ
ー
で
東
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柴
田
学
業
奨
励
賞
受
賞
者

海
大
会
に
進
出
し
た
。
将
棋
（
団
体
）
は
東
海
三
県
大
会
で
第
3
位
、

個
人
で
は
板
倉
悠
雅
君
（
1
年
）
が
県
大
会
ベ
ス
ト
16
の
成
績
を
得
た
。

女
子
も
含
め
て
部
員
数
も
増
え
、
月
火
金
曜
日
授
業
後
の
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
の
対
局
を
通
し
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
。
来
年
度
も
全
国
大

会
出
場
を
期
待
し
た
い
。

新
聞
部�

（
4
名
）

今
年
度
も
部
員
数
が
少
な
く
、
ま
た
全
員
兼
部
な
の
で
活
動
を
維
持

す
る
の
が
精
一
杯
な
状
態
で
す
。し
か
し
文
化
祭
後
の
岡
高
新
聞
で
は
、

2
年
生
部
員
を
中
心
に
一
面
を
新
聞
部
で
編
集
し
、
ク
ラ
ス
催
事
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
記
事
と
し
て
掲
載
す
る
な
ど
、
少
な
い

部
員
数
で
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
伝
統
の
あ
る
部
活
動
を
存

続
さ
せ
る
べ
く
、
部
員
た
ち
も
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

放
送
部�

（
33
名
）

今
年
度
の
大
会
結
果
に
つ
い
て
は
、
3
年
の
川
澄
絢
子
が
8
月
に
全

国
総
文
祭
・
朗
読
部
門
に
出
場
し
た
の
に
続
き
、
2
年
の
栁
本
遙
が
11

月
の
総
文
祭
県
大
会
・
朗
読
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
2
年
連
続
と

な
る
全
国
総
文
祭
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
1
年
の
村
上
結

羽
が
1
月
の
新
人
大
会
・
朗
読
部
門
で
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
行

事
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
ほ
ぼ
す
べ
て
の
行
事
が
コ
ロ
ナ
前
の
形

態
に
戻
り
ま
し
た
が
、
卒
業
式
な
ど
の
一
部
行
事
は
引
き
続
き
対
面
と

配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
行
わ
れ
、
放
送
部
が
設
営
等
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
験
入
学
や
文
化
祭
・
予
餞
会
で
放
映
す
る
動
画

製
作
を
通
し
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
編
集
技
術
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
御
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吹
奏
楽
部�

（
55
名
）

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
部
活
動
の
地
域
移
行
の
流
れ
で
中

学
校
の
部
活
動
が
縮
小
し
た
こ
と
も
あ
り
、
部
員
数
が
例
年
よ
り
若
干

減
少
し
て
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
課
題
曲
に
天
野
正
道
氏
作
曲
の

「
レ
ト
ロ
」
を
、
自
由
曲
に
は
ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ヤ
ン
作
曲
の
組
曲
「
仮

面
舞
踏
会
」
を
選
び
、
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
「
レ
ト
ロ
」

は
ポ
ッ
プ
ス
の
課
題
曲
と
し
て
今
年
と
て
も
話
題
に
な
っ
た
曲
で
、
普

段
学
校
行
事
な
ど
で
楽
し
く
演
奏
し
て
い
る
ポ
ッ
プ
ス
曲
に
真
剣
に
向

き
合
う
機
会
は
大
変
貴
重
と
な
り
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
な
い
様
式

や
奏
法
・
発
音
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
こ
の
夏
の
取
り
組
み
が
今

後
の
演
奏
に
も
活
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
番
は
、
2
年
生
20
名
、
1
年
生
17
名
と
い
う
1
・
2
年
生
の
合
計

37
名
で
の
演
奏
で
し
た
が
、
ノ
リ
の
良
い
ポ
ッ
プ
ス
と
ク
ラ
シ
カ
ル
な

仮
面
舞
踏
会
が
対
照
的
で
と
て
も
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
を
作
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
結
果
は
昨
年
と
同
様
の
6
位
で
銀
賞
と
い
う
結
果
で

し
た
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
好
き
な
曲
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
充
実
し

た
夏
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
文
化
祭
で
は
「
レ
ト
ロ
」
を
作

曲
者
の
意
図
に
し
た
が
い
、
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
と
フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
ホ
ル
ン

を
入
れ
て
再
び
演
奏
し
ま
し
た
。

一
月
・
二
月
に
幸
田
町
民
会
館
で
行
わ
れ
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
と
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
の
西
三
河
北
地
区
大
会
に
は
、グ
ル
ー

プ
を
組
み
、部
員
全
員
が
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、2
年
生
の
サ
ッ

ク
ス
三
重
奏
が
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の
県
大
会
に
進
出
し
、
金

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ル
ー
ト
独
奏
、
サ
ッ
ク
ス
独
奏
の
2

名
が
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
の
本
大
会
（
中
部
大
会
）
に
出
場
し
ま

し
た
。

3
月
28
日
に
は
、
岡
崎
市
民
会
館
で
第
23
回
定
期
演
奏
会
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
演
奏
会
の
規
模
を
縮
小
し
て
2

部
構
成
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
3
部
構
成
に
戻
し
て
実
施
い

た
し
ま
す
。

応
援
部�

（
25
名
）

令
和
五
年
度
は
、
3
年
生
9
名
、
2
年
生
9
名
、
1
年
生
7
名
の
計

25
名
で
活
動
し
ま
し
た
。
戦
争
や
災
害
等
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
令

和
の
時
代
に
こ
そ
、
私
た
ち
の
応
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

魂
の
応
援
を
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
部�

（
29
名
）

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
部
の
昨
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
ポ
ケ
ッ
ト

に
手
を
入
れ
な
が
ら
歩
く
危
険
性
を
明
ら
か
に
す
る
」

「
A
r
d
u
i
n
o
で
制
御
す
る
車
上
一
次
式
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー

の
開
発
」「
A
r
d
u
i
n
o
を
用
い
た
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ホ
イ
ー
ル
の

作
製
」「
紙
の
構
造
体
で
反
発
係
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」「
テ
ス
ラ

コ
イ
ル
の
放
電
距
離
を
伸
ば
す
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
コ
イ
ル

ガ
ン
の
開
発
」「
す
っ
と
び
ボ
ー
ル
の
原
理
の
解
明
」「
高
威
力
の
真
空

砲
の
開
発
」「
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
の
合
成
と
結
晶
化
」「
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
濃
度
と
水
の
硬
度
の
関
係
」「
飼
育
密
度
が
オ
オ
ミ
ジ
ン
コ
の

生
育
に
与
え
る
影
響
」「
プ
ラ
ナ
リ
ア
に
お
け
る
機
械
刺
激
受
容
」「
植

物
発
電
土
壌
の
性
質
と
発
電
量
の
関
係
」「
北
山
湿
地
に
お
け
る
ハ
ル

リ
ン
ド
ウ
、
サ
ギ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
カ
ン
ア
オ
イ
、
水
質
の
調
査
」「
北
山

湿
地
Ｈ
湿
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

昨
年
度
は
新
入
部
員
が
多
く
、
充
実
し
た
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
部

員
は
各
自
の
研
究
と
並
行
し
て
市
民
向
け
の
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
の
地
域
貢
献
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
部�

（
15
名
）

今
年
も
、
校
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
工
事

の
影
響
で
活
動
場
所
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
校
だ
け
で
な
く

自
宅
で
も
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
練
習
を
重
ね
、
技
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

◀　

定
時
制

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部�

（
男
子
3
名　

女
子
0
名
）

現
在
、
岡
崎
高
校
定
時
制
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
三
年
生
三
名
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

入
部
か
ら
三
年
が
経
ち
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
技
術
の
向

上
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
大
会
で
の
勝
利
を
目
指

し
、
お
互
い
に
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部�

（
0
名
）

現
在
部
員
は
い
ま
せ
ん
が
、
バ
ス
ケ
部
の
魅
力
を
在
校
生
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
芸
部�

（
7
名
）

活
動
四
年
目
に
な
り
ま
す
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
や
読
書
会
、
作
品
集

「
新
涼
灯
火
」（
四
号
）
の
制
作
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
日
制　

団
体

　
　
　
　

コ
ー
ラ
ス
部
・
弁
論
部
・
登
山
部

　
　
　
　

個
人

　
　
　
　

川
澄
絢
子
・
岡
本
莉
奈
・
大
井
信
一
郎

定
時
制　

個
人

　
　
　
　

森
田
康
生
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　平成28年に創設された『岡高教育基金 Beyond 120 Fund』では、今年度、下記のような数々の事業
を行い、生徒の学習環境向上等に貢献することができました。
　この基金は2,000万円の御厚志を原資として発足しましたが、継続して運営していくためには皆様の
更なる御支援が必要です。
　母校の後輩がよりよい学習環境で教育が受けられるよう、この基金に対して御支援を賜りますよう
お願い申し上げる次第です。

【今年度の主な事業例】
●屋外用テント4張と転倒防止用おもり4セット購入
　近年厳しくなってきた夏の暑さ対策のため、今年度は4張（昨年度は5張）購入しました。また、テ
ントの転倒防止用おもり4セットも併せて購入しました。体育大会の団席（生徒の席）全てに2張以上
設置できるよう、来年度も更に整備を進める予定です。

●図書館用ソファー1台と経営保育室用スクリーン（120インチ）1台購入
　図書館の中央でゆったり座れるソファーが欲しい、という生徒の要望に応えて、ソファーを1台購
入しました。また、授業・課外等で使用される約130人収容の経営保育室用に、120インチのスクリー
ンを購入しました。

　その他、令和5年度は文型の探究活動（「文系総合」）用参考図書、進路指導部成績処理用パソコ
ン、図書館用パソコン、ワイヤレスマイク（式典・集会用）を購入し、全国大会・東海（中部）大会に
出場した登山部、陸上部、コーラス部、囲碁将棋部、SSH部、弁論部、放送部への支援を行いました。

【基金への寄付方法】
◆ 支援の方法：銀行に振り込んでください（金額の設定はしていません）
　　　◎三菱ＵＦＪ銀行岡崎支店　　普通　０２４５４８８　口座名　岡高教育基金
　　　◎岡崎信用金庫　本店　　　　普通　９１２１２５９　口座名　岡高教育基金
　　　◎ゆうちょ銀行（払込）　　　口座番号　００８２０－０－１８８４４７
　　　　　　　　　　　　　　　　　加入者名　愛知県立岡崎高等学校教育基金
◆ 他行からゆうちょ銀行に振り込む場合
　　　◎ゆうちょ銀行　　　　　　　店名０８９　当座　０１８８４４７
　　※振込みの際には、「お名前」、「卒業年次」または「会員番号」を御記入ください。

屋外用テント 図書館用ソファー 経営保育室用スクリーン

『岡高教育基金 Beyond 120 Fund』へのご協力のお願い
ビヨンド 120 ファンド
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同窓会活動協力金のお願い
岡崎高校同窓会長　増 田 義 彦

本年も同窓会報『あゝ江山　第57号』をお届けできことができました。この会報は、ご住所の判
明している25,000余名の同窓会員に毎年発送しており、その到着率は99％にも達しています。卒業生
の心の絆であり母校を顧みる機会として大きな役割を担い、まさに、会員相互の絆を保ち、旧交を温
め、母校に想いを寄せる岡高同窓会活動の原動力といえます。

さて、本同窓会では、平成30年度より「同窓会報発行協力金」を「同窓会活動協力金」と名前を変
え、幅広く同窓会活動をご支援いただけるよう改めました。また、創立120周年記念事業として「岡崎
高校教育基金」を創設し、PTAと同窓会員のご寄付を財源とした教育環境支援活動も実施しています。

「同窓会活動協力金」にR5年度は、583名の個人と4団体から総額¥3,040,155のご寄付をいただきま
した。ご支援いただいた皆様のお気持ちは、同窓会活動の力強い支えとなっています。ご寄付いただ
いた方々、お一人お一人に心よりお礼申し上げます。

コロナ禍が明け活動を再開した同窓会活動では、残念ながら、単年度収支で毎年約200万円弱の赤
字が継続することが見込まれています。下図の円グラフに示したR5年度予算のように、この赤字分は
特別会計を取り崩すことで収支を合わせています。したがって、このまま取り崩しが続くと特別会計
が枯渇し活動継続の困難が予想されます。そのような事態となる前に同窓会としても財政基盤の安定
を確保するため財政検討委員会を設け活動しており、その一つとして、収入源をこれまでの同窓生個
人のご寄付と卒業生からの入会金の2本柱に加えて、3本目の柱として企業様から広告費としてご支援
いただく受け皿の準備を進めています。

会員の皆様にはぜひ本会の会計事情をご理解いただき、岡高同窓会が持続するよう継続的なご支援
を賜りますよう切にお願い申し上げます。活動協力金の振込は、同封した払込用紙をご利用ください。

また、他行のインターネット、ＡＴＭから振込もできます。その場合は、下記の口座番号の読替に
て振込をお願いします。振込手数料は同窓会持ち（振込先払い）で結構です。
　【協力金額】１口2,000円　１口以上何口でも結構です
　【振込み先】ゆうちょ銀行　口座番号　００８９０－８－２０９２７
　　　　　　　　　　　　　　加入者名　愛知県立岡崎高等学校同窓会
　【ゆうちょ銀行以外の金融機関からのインターネット、ＡＴＭ振込方法】
　　　　　銀行名：ゆうちょ銀行、金融機関コード：9900、店番：089、
　　　　　預金項目：当座、店名：〇八九店（ゼロハチキュウ店）、口座番号：0020927
※ 振込人名義には、氏名の後に、「中（チュウ）」、「併（ヘイ）」、「高（コウ）」、「定（テイ）」、「教（キョ

ウ）」、または「職（ショク）」に、卒業回「＊＊カイ」または卒業年「＊＊ネンソツ」を追記してください。

図．R5年度同窓会会計（予算）
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2 0 2 3 年度版同窓会名簿
購入申込み受付中！
2024 年 1月、同窓会名簿が 7年ぶりに改訂発行されました。
創立以来 125 年を超える歴史の中に岡崎高校を
卒業された 37,000 余名の同窓生の絆を集約しました。
ぜひご購入くださいますようご案内いたします。

名簿には、毎年の同窓会報の発行に並行して調査しております皆様からの更新情報を利用して、氏名 (旧姓 )・住所・電話番号・名簿には、毎年の同窓会報の発行に並行して調査しております皆様からの更新情報を利用して、氏名 (旧姓 )・住所・電話番号・
最終学歴・職業が掲載されています。
名簿購入を希望される方は、調査用はがきの購入申込欄にチェックを入れて返信してください。
お申込みいただきました方には、名簿を代金引換（ヤマトコレクト便）にてお送りいたします。
なお、今回お送りしました封筒の中に同封されています 3枚の振込用紙は名簿購入用のものではありませんので、名簿代金の
振込には使わないでください。

販売価格 1冊　7,500　円 (送料・消費税込み )
2 0 2 4 年 1 月発刊

※�名簿には、会員の皆様の氏名（旧姓）・住所・電話番号・
最終学歴・職業が掲載されていますが、今後もより
精度の高い情報を維持していくためにも、同封の調
査用返信はがきにて変更情報をお知らせください。

お問合せ先� ブラザー印刷株式会社　岡崎高校同窓会名簿係
� 〒 444-0834　岡崎市柱町福部池 1-200
� 電話／ 0564-51-0651　FAX／ 0564-54-2405
� E-mail ／ okakomeibo@brother-p.jp

同窓会ホームページを新装リニューアルします
（R6 年 5 月リリース予定）　https://www.okakoudousoukai.com

同窓会ホームページは、同窓活動の情報提供ツールとして 2013 年に立上げ、その後 10 年間、同窓会メ
ンバーの尽力により維持されています。今回、スマホ画面で見やすく、また利用度の高いホームページに
生まれ変わります。従来の HP で提供していた内容に加えて、新装した HP には以下の特長があります。

１．スマホ画面で見やすく、操作しやすくなりました。
２．同窓会活動への寄付を HP から多様な方法でネット支払いできます。
　　（同窓会活動協力金、岡高教育基金、企業広告掲載協力金）
３．同窓生が情報源として利用しやすい企業広告が掲載されます。
４．同窓会事務局への連絡が HP から投稿できます。
　　（記事の掲載依頼、住所変更、消息連絡、各種問い合わせ、など）
５．同窓会報「あゝ江山」の閲覧ができます。

今後、同窓会では HP の維持体制の整備をすすめていきます。HP のリニューアルにあたり三重県立宇治山田高校同
窓会 HP を参考にさせていただき、ご支援もいただきました。紙面を借りてお礼を申し上げます。

ホームページ掲載の企業広告募集中
同窓会 HP に、暮らしの中の困りごとや同窓生のイベント開催に役立つお情報などを紹介する広告ページがあったら
便利だとは思いませんか？ そのような特長がある広告の掲載をしていただく企業を募集しています。
詳細は、新しい同窓会 HP で募集要項の確認、申込ができます。または、メールでお問い合わせください。（費用：
掲載費￥10,000/ 年、初回費用 ¥2,000）okakoudousoukai@gmail.com
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令
和
6
年
度　

総
会
ご
案
内

各
地
区
同
窓
会
の
ご
案
内

S
S
H（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）

事
業
に
関
す
る
卒
業
生
調
査
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

第
52
回
首
都
圏
段
戸
会

　
　

日　

時　

令
和
6
年
10
月
26
日
（
土
）
13
：
00
～

　
　

場　

所　

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

　
　

連
絡
先　

http://dandokai.o.oo7.jp/	

第
20
回
そ
て
つ
会
総
会
・
懇
親
会

　
　

日　

時　

令
和
6
年
7
月
20
日
（
土
）
15
：
00
～

場　

所　

竜
美
丘
会
館　

喫
茶
ロ
ー
レ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　

0564-25-2213

　
　

連
絡
先　

大
久
保
玉
惠　

090-3936-4144

　
　
　
　
　
　

oka_tei@
yahoo.co.jp

　
　
　
　
　
　

LIN
E	ID

：m
em
oaaru

幸
田
段
戸
会

　
　

日　

時　

	

未
定
。
親
睦
会
と
幸
田
町
図
書
館
に
本
の
寄

贈
。
読
み
聞
か
せ
会
を
令
和
7
年
2
月
実
施

予
定
。
そ
の
他
の
行
事
を
検
討
中
。

　
　

連
絡
先　

鈴
木
啓
子
（
高
20
回
）

　
　
　
　
　
　

banbutuseidou@
yahoo.co.jp

第
105
回
矢
作
会
（
関
西
地
区
同
窓
会
）

　
　

日　

時　

令
和
6
年
5
月
18
日
（
土
）

　
　

連
絡
先　

http://yahagikai2.blog.fc2.com

第
29
回
豊
川
段
戸
会

　
　

日　

時　

令
和
6
年
10
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

11
時
～
14
時

　
　

会　

場　
「
謝
謝
豊
橋
駅
前
店
」

　
　

内　

容　

総
会
と
講
演
会
及
び
総
会
後
の
懇
親
会

　
　

講　

師　

歴
史
研
究
家　

市
橋　

章
男
氏

　
　
　
　
　
　

	

（
高
24
回
：
岡
崎
市
在
住
）

　
　
　
　
　
　
（
演
題
は
未
定
）

　
　

連
絡
先　

豊
川
段
戸
会
幹
事
長

　
　
　
　
　
　

北
村　

誠
（
高
24
回
）　090-3483-9772

　
　
　
　
　
　

E-m
ail:m

acky-kitam
ura@

m
5.catvm

ics.ne.jp

※	

中
止
や
延
期
に
関
す
る
情
報
は
、
事
前
に
同
窓
会
H
P

等
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
時　

6
月
9
日
（
日
）
11
：
00
～
14
：
00

場
所　

竜
美
丘
会
館

日
程　

総　

会　
　

11
：
00
～
11
：
50

　
　
　

懇
親
会　
　

12
：
00
～
14
：
00

会
費　

七
、〇
〇
〇
円

※	

参
加
さ
れ
た
古
希
年
次
の
皆
さ
ま
の
お
祝
い
も

し
ま
す
。

　
　
　

全
日
制　

高
校
第
25
回
（
昭
48
年
卒
）

　
　
　

定
時
制　

高
校
第
23
回
（
昭
49
年
卒
）

企
画
運
営
担
当
回

メ
イ
ン　

全
日
制　

高
校
第
47
回
（
平
7
年
卒
）

サ　

ブ　

全
日
制　

高
校
第
37
回
（
昭
60
年
卒
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

第
56
回
（
平
16
年
卒
）

　
　
　
　

定
時
制　

高
校
第
53
回
（
平
16
年
卒
）

対　
　

象
：
高
校
55
回
生
（
平
成
15
年
3
月
卒
業
）

　
　
　
　
　

	

～
高
校
76
回
生
（
令
和
6
年
3
月
卒
）

調
査
期
間
：
2
0
2
4
年
5
月
1
日

　
　
　
　
　

	

～
2
0
2
4
年
11
月
30
日

方　
　

法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

	

調
査
用
フ
ォ
ー
ム
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
質
問
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

質
問
項
目
：	

氏
名
、
卒
業
年
、
卒
業
後
の
進
路
・
所
属
・

職
業
、
本
校
在
学
時
の
S
S
H
活
動
へ
の

参
加
の
有
無
な
ど

※	

ご
提
供
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
本
校

S
S
H
の
成
果
を
検
証
す
る
た
め
に
活

用
し
、
そ
れ
以
外
の
目
的
で
は
使
用
い

た
し
ま
せ
ん
。
検
証
結
果
は
科
学
技
術

振
興
機
関
等
に
報
告
し
ま
す
が
、
そ
の

際
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
配
慮
い
た
し
ま
す
。

岡
高
同
窓
会
会
報　
第
57
号

　
　
　
　

2
0
2
4
年
4
月
30
日　

発
行

　
　
　
　

愛
知
県
岡
崎
市
明
大
寺
町
伝
馬
一

編　

集　

愛
知
県
立
岡
崎
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
五
六
四
）
五
一

−

〇
二
〇
二

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
五
六
四
）
五
五

−

九
四
二
二

　
　
　
　

E-m
ail		dosokai@

okazaki-h.aichi-c.ed.jp

印　

刷　

ブ
ラ
ザ
ー
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
五
六
四
）
五
一

−

〇
六
五
一

岡
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
お
知
ら
せ

以
下
の
通
り
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

第
15
回　

岡
高
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
2
3
年
5
月
20
日
（
土
）
P
M
2
：
00
～
葵
丘

参
加
者
：
1
1
7
名

講
師
：
酒
井
真
知
子
氏
（
高
22
回
）

　
　
　

M
A
C
H
I
K
O	

J
A
P
A
N
デ
ザ
イ
ナ
ー

演
題
：	「
M
A
C
H
I
K
O	

J
A
P
A
N	

ー
縫
わ
な
い

裁
た
な
い
ー
布
か
ら
の
閃
き
」

　
　
　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
同
時
開
催
。

第
16
回　

岡
高
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
2
4
年
1
月
20
日
（
土
）
P
M
2
：
00
～
葵
丘

参
加
者
93
名

講
師
：
早
川
英
男
氏
（
高
25
回
）　

　
　
　

	

東
京
財
団
政
策
研
究
所
主
席
研
究
員

　
　
　

元
日
本
銀
行　

名
古
屋
支
店
長

演
題
：「
2
0
2
4
年　

日
本
経
済
の
展
望
」

〈
今
後
の
開
催
予
定
〉

第
17
回　

岡
高
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
2
4
年
6
月
22
日
（
土
）
P
M
2
：
00
～　

葵
丘　

　

会
費　

無
料

講
師
：
藤
井
潔
氏
（
高
27
回
）

　
　
　

元
愛
知
県
立
農
業
大
学
校
長

演
題
：	「
母
校
が
教
え
て
く
れ
た『
見
果
て
ぬ
夢
』へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
」（
仮
）

第
18
回　

岡
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
2
0
2
5
年
1
月
ご
ろ

に
開
催
予
定
で
す
。

詳
細
は
決
定
次
第
、
岡
高
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
・
F
B
等
で
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
素
晴
ら
し
い
講
師
を
お
迎
え
し
ま
す
。
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。


